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昭和女子大学は2020年
100周年を迎えます。

　
去
る
三
月
、
国
際
学
科
の

学
生
一
〇
名
が
本
学
と
上
海

交
通
大
学
の
学
位
を
取
得
し

て
卒
業
し
た
。
国
家
重
点
大

学
で
あ
る
同
大
で
二
年
、
本

学
で
三
年
間
学
ん
だ
す
え
の

栄
誉
で
あ
る
。

　
五
年
前
の
入
学
当
初
、
一

〇
名
の
な
か
に
中
国
語
の
で

き
る
学
生
は
一
人
も
い
な

か
っ
た
。
全
員
が
大
学
で
は

じ
め
て
中
国
語
に
接
し
、
わ

ず
か
一
年
半
で
、
ダ
ブ
ル
・

デ
ィ
グ
リ
ー
の
参
加
資
格
で

あ
る
漢
語
水
平
考
試
（
Ｈ
Ｓ

Ｋ
）
五
級
を
取
得
し
た
。
英

語
検
定
試
験
に
た
と
え
る
な

ら
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
を
学
び
は
じ
め

た
初
学
者
が
わ
ず
か
一
年
半

で
準
一
級
を
取
得
す
る
に
ひ

と
し
い
快
挙
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
た
っ
た
一
年
半

の
学
習
歴
で
は
、
中
国
語
で

進
行
す
る
講
義
を
十
全
に
聴

解
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
二

年
後
期
か
ら
は
じ
ま
っ
た
留

学
生
活
は
困
難
を
き
わ
め

た
。
中
途
で
放
棄
し
た
い
誘

惑
に
耐
え
つ
つ
、
学
生
た
ち

は
励
ま
し
あ
い
な
が
ら
勉
強

を
つ
づ
け
、
今
日
の
栄
冠
を

勝
ち
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　
発
案
か
ら
協
定
を
へ
て
第

一
期
生
が
卒
業
す
る
ま
で
約

七
年
の
あ
い
だ
に
、
学
科
長

は
三
人
が
つ
と
め
た
。
初
代

が
種
を
ま
き
、
二
代
が
水
を

や
り
、
三
代
で
よ
う
や
く
収

穫
を
む
か
え
る
こ
と
が
で
き

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の

間
、
関
係
各
位
に
は
ひ
と
か

た
な
ら
ず
、
お
世
話
に
な
っ

た
。
記
し
て
感
謝
す
る
次
第

で
あ
る
。

（
国
際
学
科
長
　
李
　
守)

　
平
成
三
〇
年
度
、
昭
和
女

子
大
学
は
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学

部
に
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学

科
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、

そ
れ
以
外
の
学
科
で
も
次
の

時
代
へ
向
け
て
新
し
い
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン

学
科
に
は
民
間
企
業
八
二
社

が
加
入
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
協
会
と
提
携
し
た
Ｉ
Ｔ
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
国
際
学
科
に
は
上

海
交
通
大
学
、
ソ
ウ
ル
女
子

大
学
に
加
え
、
テ
ン
プ
ル
大

学
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の

ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
、

本
学
は
常
に
他
の
大
学
が
ま

だ
手
を
付
け
て
い
な
い
新
し

い
取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し

た
。
一
九
八
八
年
に
開
校
し

た
昭
和
ボ
ス
ト
ン
は
今
年
で

三
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。
全

員
留
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持

つ
他
大
学
の
先
駆
け
と
し
て

知
見
を
蓄
積
し
て
き
ま
し
た
。

協
定
校
は
世
界
に
三
四
校

と
な
り
ま
し
た
。

　
宿
泊
研
修
、
文
化
講
座
な

ど
の
伝

統
的
な

プ
ロ
グ

ラ
ム
に

加
え
、

社
会
人

女
性
か

ら
人
生
と
キ
ャ
リ
ア
に
つ
い

て
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く

社
会
人
女
性
メ
ン
タ
ー
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
海
外
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
、
社
会
人
・
実

務
家
の
集
う
現
代
ビ
ジ
ネ

ス
研
究
所
な
ど
を
設
置
し

、
新
た
な
挑
戦
を
続
け
て

い
ま
す
。
企
業
や
地
域
と

共
同
で
取
り
組
む
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
現
在
約
二
〇
〇

あ
り
、
現
実
社
会
と
か
か
わ

る
学
生
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
本
学
は
二
一
世
紀
の
日
本

と
世
界
を
支
え
る
存
在
と
し

て
、
自
ら
充
実
し
た
幸
せ
な

人
生
を
送
る
と
と
も
に
、
周

囲
の
人
を
幸
せ
に
で
き
る
女

性
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
言
わ
れ
た
こ
と
を
す
る

だ
け
で
な
く
、
自
ら
考
え
問

題
に
気
付
き
、
優
先
順
位
を

つ
け
て
行
動
し
、
挫
折
し
て

も
立
ち
上
が
り
、
最
後
ま
で

や
り
遂
げ
る
力
を
身
に
つ
け

ま
す
。
そ
の
た
め
に
多
く
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
教

職
員
は
一
人
一
人
の
学
生
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
成
果
が
七
年
連
続
全

国
女
子
大
ト
ッ
プ
の
高
い
就

職
率
や
、
多
く
の
大
会
で
の

受
賞
等
に
結
び
付
い
て
い

ま
す
。
志
願
者
数
は
全
国

女
子
大
の
ト
ッ
プ
に
な
り

ま
し
た
。
文
部
科
学
省
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進

事
業
で
も
た
だ
一
校
、
S
と

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
学

生
た
ち
が
入
学
時
よ
り
四
年

間
の
様
々
な
経
験
で
自
信
と

力
を
身
に
つ
け
大
き
く
成
長

し
、
卒
業
す
る
大
学
と
し
て

本
学
も
挑
戦
と
変
革
を
重
ね

て
い
き
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
出
現

は
、
私
た
ち
の
知
識
の
創
造

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

革
命
的
な
進
歩
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
繋
が
り
、

多
量
の
情
報
を
処
理
す
る
こ

と
で
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
や

価
値
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
性

能
も
飛
躍
的
に
伸
び
、
す
で

に
、
人
工
知
能
が
人
間
の

パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
時
代
に

突
入
し
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｉ
に
人
が
使
わ
れ
る
の

で
は
な
く
、
私
た
ち
が
Ａ
Ｉ

を
上
手
に
活
用
す
る
た
め
に

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
は
な

く
人
な
ら
で
は
の
創
造
力
を

生
か
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
な
ら
で
は
の
「
創
造
力
」

と
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う

も
の
を
思
い
つ
く
「
発
想

力
」
、
人
の
気
持
ち
を
感
じ

る
力
や
芸
術
的
な
セ
ン
ス
な

ど
、
物
事
を
感
じ
と
る
こ
と

の
で
き
る
「
感
性
」
、
そ
し

て
他
者
と
上
手
に
関
わ
る
こ

と
の
で
き
る
「
豊
か
な
人
間

性
」
を
指
し
ま
す
。
こ
う
し

た
力
を
鍛
え
る
こ
と
が
、
創

造
力
を
養
う
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。
そ
し
て
、
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
を
支
え
る
心
身
の

健
康
を
保
つ
こ
と
も
大
切
で

す
。

　
と
い
う
こ
と
は
、
Ａ
Ｉ
時

代
に
必
要
な
の
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
で
す
ぐ
に
調
べ
る

こ
と
が
可
能
な
「
銀
行
型
学

習
」
で
た
め
込
ん
だ
知
識
の

「
預
金
」
で
は
な
く
、
人
な

ら
で
は
の
創
造
力
を
活
か
し

た
考
え
る
力
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
未
知
の
課
題
の

解
決
の
た
め
に
は
、
借
り
物

の
知
識
だ
け
で
は
役
に
立
ち

ま
せ
ん
。

　
本
学
で
行
わ
れ
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学

習
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

必
要
な
力
を
身
に
付
け
る
た

め
の
絶
好
の
機
会
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。
チ
ー
ム
で
批
判

的
に
課
題
に
向
か
い
、
多
様

な
人
々
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
り
、
失
敗
を
経

験
し
な
が
ら
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
続
け
、
結
果
を
出
す
こ
と

で
、
創
造
的
で
自
律
的
な
学

習
が
実
現
し
ま
す
。

　
安
易
に
世
間
の
風
潮
に
ふ

り
ま
わ
さ
れ
て
授
業
を
選
択

し
、
結
果
、
何
も
得
る
こ
と

も
な
く
無
駄
に
時
間
を
過
ご

す
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
自
分
の
責
任
で

す
。
さ
あ
、
新
し
い
学
年
で

の
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
是
非
、
知
識
の
預
金
で

は
な
く
創
造
力
を
活
か
し
た

考
え
る
力
を
鍛
え
、
そ
も
そ

も
答
え
が
無
い
課
題
に
も
、

賢
く
逞
し
く
立
ち
向
か
え
る

力
を
育
む
一
年
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
　

創
立
一
〇
〇
周
年  

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク〈
原
案
〉決
定  

表
彰
式
を
開
催

創
立
一
〇
〇
周
年  

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク〈
原
案
〉決
定  

表
彰
式
を
開
催

写真前列右より長谷雄さん、高橋さん、
坂東理事長・総長、袖山さん、砂川さん

袖山さん

高橋さん

砂川さん

長谷雄さん

　
一
二
月
二
〇
日
、
創
立
一

〇
〇
周
年
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

〈
原
案
〉の
表
彰
式
を
行
っ
た
。

応
募
総
数
は
九
一
作
品
（
大

学
六
五
作
品
、
中
高
部
八
作
品
、
教

職
員
一
八
作
品
）
。入
賞
者
は
次

の
四
名
で
あ
る
。

最
優
秀
賞

　
袖
山
　
か
れ
ん
（
環
境
）

入
選

　
高
橋
　
悦
子
（
中
高
部
）

　
砂
川
　
栞 

 
 
 

（
環
境
）

　
長
谷
雄
　
翠 

 
 

（
職
員
）

　
審
査
員
か
ら
は
、
「
学
園

の
一
〇
〇
周
年
を
祝
う
た
め

に
深
く
考
え
ら
れ
た
作
品
ば

か
り
で
あ
っ
た
。
中
で
も
、

色
と
形
の
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
、

未
来
を
見
据
え
た
デ
ザ
イ
ン

と
な
っ
て
い
る
も
の
を
入
賞

作
品
と
し
て
選
出
し
た
」
と

の
講
評
が
あ
っ
た
。

　
最
優
秀
賞
の
袖
山
さ
ん
は

「
〝
一
〇
〇
〟
を
囲
う
様
に

羽
を
描
く
こ
と
で
、
本
学
で

学
ん
だ
女
性
達
が
世
界
で
活

躍
し
て
欲
し
い
と
い
う
願
い

を
込
め
た
。
今
後
、
様
々
な

場
所
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
述

べ
た
。
最
優
秀
作
品
は
、
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
原
案
と
し
て

採
用
さ
れ
、
完
成
後
は
学
内

外
の
様
々
な
場
所
で
使
用
さ

れ
る
予
定
だ
。

一
〇
〇
周
年
特
設
サ
イ
ト

https://swu.ac.jp/100th/

(

一
〇
〇
周
年
委
員
会)
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二
成
平

九

度
年

行
挙
を
式
業
卒

頃
の
自
分
に
、
幸
福
な
人
生

と
は
成
功
の
リ
ス
ト
で
は
な

い
と
伝
え
た
い
の
で
す
。
何

に
生
ま
れ
る
か
よ
り
、
何
に

な
る
か
の
ほ
う
が
は
る
か
に

大
切
な
の
で
す
。
度
胸
さ
え

あ
れ
ば
不
可
能
は
あ
り
ま
せ

ん
。」

　
自
分
は
、
自
分
の
主
人
公
。

世
界
で
た
だ
一
人
の
自
分
を

創
っ
て
い
く
責
任
者
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の

夢
に
向
か
っ
て
、
逞
し
く
前

進
を
続
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
文
部

科
学
省
か
ら
私
立
女
子
大
学

と
し
て
唯
一
選
定
さ
れ
た

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
推
進

事
業
」
の
先
頭
と
な
っ
て
国

内
外
で
活
躍
し
、
本
学
の
新
し

い
歴
史
の
始
ま
り
を
飾
る
上

海
交
通
大
学
と
の
ダ
ブ
ル
・

デ
ィ
グ
リ
ー
取
得
者
を
一
〇

名
輩
出
す
る
な
ど
、
大
き
な

成
長
を
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
順
風
満
帆
と
は
言
え
な
い

前
半
生
を
送
っ
た
ハ
リ
ー
・

ポ
ッ
タ
ー
・
シ
リ
ー
ズ
の
著

者
、
Ｊ
・
Ｋ
・
ロ
ー
リ
ン
グ
の
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
卒
業
式
で

の
ス
ピ
ー
チ
の
一
部
を
皆
さ

ん
に
贈
り
ま
す
。

「
全
く
失
敗
し
な
い
た
め

に
は
、
常
に
逃
げ
腰
に
な
っ

て
、
こ
っ
そ
り
生
き
る
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
ん
な

人
生
な
ど
初
め
か
ら
失
敗
で

す
。
も
し
タ
イ
ム
マ
シ
ン
が

あ
っ
た
ら
、
私
は
二
一
歳
の

力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
自
分
か
ら
問
題
に
気

付
き
、
最
後
ま
で
や
り
抜
く

力
な
ど
、
様
々
な
力
が
必
要

で
す
。
今
日
、
上
海
交
通
大

学
か
ら
卒
業
証
書
を
授
与
さ

れ
た
学
生
の
み
な
さ
ん
も
、

大
学
入
学
後
、
中
国
語
を
ゼ

ロ
か
ら
学
ん
で
学
位
を
授
与

さ
れ
る
ま
で
頑
張
り
ま
し
た
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
も
、
「
夢
な

ん
て
ど
う
せ
か
な
わ
な
い
」

な
ど
と
思
う
こ
と
な
く
、
自

分
の
夢
を
持
ち
、
新
し
い
人

生
に
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
、
そ

し
て
保
護
者
の
方
々
、
ま
た

教
職
員
す
べ
て
の
方
に
お
め

で
と
う
と
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
一
年
生
の
時
に

本
学
で
講
演
し
て
い
た
だ
い

た
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ

デ
ィ
駐
日
大
使
は
、
講
演
の

中
で
「
女
性
が
世
界
を
変
え

る
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
と
り
わ
け
こ
の
昭
和

女
子
大
学
で
、
皆
さ
ん
が
教

育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
幸
運
で
あ
っ
た
と
い
え

ま
す
。
マ
ン
モ
ス
大
学
と
異

な
り
丁
寧
な
教
育
が
行
わ
れ
、

　
三
月
一
六
日(

金)

、
創
立
者
記
念
講
堂
に
て
平
成
二
九
年

度
卒
業
式
を
挙
行
し
た
。

　
九
時
三
〇
分
か
ら
人
間
社
会
学
部
と
生
活
科
学
部
の
、
一

三
時
三
〇
分
か
ら
大
学
院
と
人
間
文
化
学
部
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の
式
典
を
執
り
行
っ
た
。
今
年
度
は
、
国
際

学
科
の
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
初
の
修

了
生
が
一
〇
名
卒
業
し
た
。
上
海
交
通
大
学
の
卒
業
証
書

は
、
同
大
党
書
記
劉
建
新
氏
よ
り
授
与
さ
れ
、
黄
震
副
校
長

の
祝
辞
を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
中
華
人
民
共
和
国

駐
日
本
国
大
使
館
の
汪
婉
参
事
官
か
ら
も
祝
辞
を
い
た
だ
い

た
。
あ
い
に
く
の
天
候
に
も
負
け
ず
、
一
三
一
〇
名
の
卒
業

生
が
、
新
た
な
人
生
の
ス
テ
ー
ジ
へ
の
期
待
を
胸
に
大
き
な

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

知
識
と
ス
キ
ル
だ
け
で
は
な

く
、
留
学
や
学
寮
研
修
を
は

じ
め
、
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
、
文
化
講
座
に
参
加

し
て
豊
か
な
経
験
を
身
に
着

け
る
こ
と
が
で
き
た
と
信
じ

て
い
ま
す
。

　
私
は
昭
和
女
子
大
学
が
、

学
生
が
入
学
し
た
時
よ
り
も

様
々
な
価
値
を
身
に
着
け
大

き
く
成
長
さ
せ
る
こ
と
の
で

き
る
大
学
に
し
た
い
と
努
力

し
て
き
ま
し
た
。
人
生
を
生

き
て
い
く
う
え
で
は
、
Ａ
Ｉ

で
は
も
ち
え
な
い
共
感
力
を

も
ち
、
人
の
痛
み
が
わ
か
る

平
成
三
〇
年
度
　
入
学
式
を
挙
行

平
成
三
〇
年
度
　
入
学
式
を
挙
行

　
四
月
二
日(

月)

、
創
立

者
記
念
講
堂
で
入
学
式
を

挙
行
し
た
。
午
前
一
〇
時

三
〇
分
か
ら
は
人
間
社
会

学
部
、
生
活
科
学
部
が
、
午

後
一
時
か
ら
は
、
大
学
院
、
人

間
文
化
学
部
、
国
際
学
部
、
グ

ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
が

式
典
を
執
り
行
っ
た
。
金
子

朝
子
学
長
の
式
辞
、坂
東
眞

理
子
理
事
長
・
総
長
の
告
辞

に
続
き
、フ
ラ
ン
ク
・
シ
ュ

ワ
ル
ツ
昭
和
ボ
ス
ト
ン
学
長

が
登
壇
し
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
今
年
度
の
新
入
生
は
、
大

学
院
三
六
名
、
人
間
文
化
学

部
二
三
八
名
、
国
際
学
部
三

三
九
名
、グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
学
部
一
七
八
名
、
人
間

社
会
学
部
四
二
八
名
、
生
活

科
学
部
四
五
一

名
、編
入
学
生
九

名
で
あ
っ
た
。

　
今
年
度
か
ら

グ
ロ
ー
バ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
学
部
に

会
計
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
学
科
が
ス

タ
ー
ト
し
、
総

勢
一
六
七
九
名

の

新

入

学

生

が
、
昭
和
学
園

で
の
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
し

た
。

辞　
告

　

理
事
長
・
総
長
　
坂
東
眞
理
子

辞　
式

学
長
　
金
子
朝
子

　
二
〇
二
〇
年
に
創
立
一
〇

〇
周
年
を
迎
え
る
本
校
は
、

人
間
性
を
涵
養
す
る
学
寮
研

修
、女
性
教
養
講
座
、
文
化

研
究
講
座
な
ど
の
伝
統
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
続
け
る
と
と

も
に
、21
世
紀
の
社
会
を
支

え
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め

に
変
革
を
続
け
て
い
ま
す
。

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学

部
・
学
科
を
新
設
し
、
現
代

ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
、
社
会
人

メ
ン
タ
ー
制
度
、
リ
エ
ゾ
ン

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
作
り
、
企

業
や
地
域
と
の
共
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
な
ど
学
生
に
多
く
の

機
会
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
共
学
の
大
学
と
の
違
い
は

昭
和
女
子
大
学
で
は
知
識
や

ス
キ
ル
を
教
え
る
だ
け
で
な

く
そ
れ
を
ど
う
活
用
し
、
自

分
と
社
会
に
役
だ
て
る
か
を

伝
え
て
い
る
こ
と
で
す
。
キ

ャ
リ
ア
教
育
は
そ
の
一
環
で

そ
れ
が
高
い
就
職
率
に
結
び

つ
い
て
い
ま
す
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
に
通
用
す
る

力
を
つ
け
る
こ
と
も
大
事
な

こ
と
で
す
。
ボ
ス
ト
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
は
今
年
で
三
〇
周
年
。

テ
ン
プ
ル
大
学
ジ
ャ
パ
ン
、

上
海
交
通
大
学
な
ど
協
定
校

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
長

短
の
海
外
研
修
、
留
学
、
ダ
ブ

ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
な
ど
様
々
な

機
会
が
あ
る
の
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
学
で
は
自
分
で
選
択
し
、

機
会
を
活
用
す
る
こ
と
が
大

事
で
す
。
正
解
が
な
か
っ
た

り
正
解
が
複
数
あ
る
現
実
と

向
き
合
い
、
挫
折
を
克
服
し

最
後
ま
で
や
り
通
す
力
を
身

に
着
け
、
実
り
多
い
大
学
生

活
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
人
口
知
能
が
人
間
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
な
る
時
代
に
、
人

が
Ａ
Ｉ
を
使
う
に
は
、
人
な

ら
で
は
の「
創
造
力
」が
必
要

で
す
。
多
様
な
見
方
や
考
え

方
に
触
れ
、
正
解
の
な
い
問

い
に
答
え
を
導
く
た
め
に
、

思
い
込
み
で
は
な
い
「
自
分

軸
」を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
先
輩
達
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
を
通
し
て
未
来
に
通
じ

る
創
造
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
や
昭

和
リ
エ
ゾ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、

企
業
・
行
政
機
関
と
の
協
働

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
地
域
貢

献
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
多
彩
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
本
学
独
自
の
社
会
人

メ
ン
タ
ー
制
度
も
活
発
で
、

そ
う
し
た
成
果
が
、
千
名
以

上
の
卒
業
生
を
持
つ
女
子
大

学
で
七
年
連
続
就
職
率
ト
ッ

プ
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
ボ
ス
ト
ン
校
で
は
、
毎
年

五
百
名
も
の
学
生
が
広
い
視

野
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
、
他
者
尊
重
と
自
分
へ
の

自
信
を
育
み
ま
す
。
海
外
留

学
、
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー

取
得
な
ど
、
学
び
の
場
は
世

界
に
拡
が
り
、
テ
ン
プ
ル
大

学
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
も

来
年
本
学
西
キ
ャ
ン
パ
ス
に

移
転
し
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル

な
環
境
を
大
い
に
楽
し
み
、

活
用
し
て
下
さ
い
。

　
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
持

ち
、
未
来
へ
の
飛
躍
を
実
現

で
き
る
若
者
が
必
要
で
す
。

「
創
造
力
」
と
Ａ
Ｉ
を
活
用
す

る
「
自
分
軸
」
を
持
ち
、
日
本

や
世
界
で
貢
献
で
き
る
女
性

に
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
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創
立
九
八
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

創
立
九
八
周
年
記
念
式
典
を
挙
行

り
返
っ
た
。

 

最
後
に「
人
見

記
念
奨
学
金
」

と
「
成
績
優
秀

者
奨
学

金
」
、

「
稲
穂
奨
励
金
」、

「
水
上
奨
励
基

金
」
の
贈
呈
式

が
行
わ
れ
た
。

 

二
〇
二
〇
年
、

創
立
一
〇
〇
周

年
に
向
か
い
、

各
々
が
さ
ら
な

る
飛
躍
を
誓
っ

た
。

　
五
月
一
日（
火
）
、
雲
ひ
と
つ

な
い
晴
天
の
も
と
創
立
者
記

念
講
堂
に
て
創
立
記
念
式
典

を
挙
行
し
た
。
昭
和
学
園
は
、

人
見
圓
吉
先
生
が
女
子
教
育

の
理
想
を
掲
げ
歩
み
は
じ
め

て
か
ら
今
年
で
九
八
年
を
迎

え
た
。
式
典
で
は
、
中
高
部

生
徒
一
七
五
名
に
よ
る「
新
し

き
日
」
の
美
し
い
歌
声
が
披

露
さ
れ
た
。
坂
東
眞
理
子
理

事
長
・
総
長
の
式
辞
の
後
、

心
理
学
科
三
年
沼
澤
香
奈

さ
ん
と
霞
紫
帆
さ
ん
の
ナ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド

「
学
園
の
創
立
に
よ
せ
て
」

と
と
も
に
学
園
の
歩
み
を
振

西
キ
ャ
ン
パ
ス（
仮
称
）
整
備
計
画
地
鎮
祭
を
挙
行

❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑

❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑
❑

　
三
月
一
三
日
（
火
）
、
新

キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
計
画
の
地

鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　
式
に
は
、
坂
東
眞
理
子
理

事
長
・
総
長
を
は
じ
め
、
テ

ン
プ
ル
大
学
ジ
ャ
パ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス 

ブ
ル
ー
ス
・
ス
ト

ロ
ナ
ク
学
長
な
ど
大
学
や
建

築
・
施
工
関
係
者
約
四
〇
名

が
列
席
し
、
工
事
の
安
全
を

祈
念
し
た
。

　
西
キ
ャ
ン
パ
ス(

仮
称)

の

新
校
舎
は
、
平
成
三
一
年
七

月
末
に
完
成
の
予
定
で
、
プ

ー
ル
等
の
体
育
施
設
を
有
す

る
ス
ポ
ー
ツ
棟
と
教
室
棟
か

ら
な
る
地
上
六
階
、
地
下
二

階
の
建
物
と
な
る
。
坂
東
眞

理
子
理
事
長
・
総
長
は
、

「
ブ
ル
ー
ス
・
ス
ト
ロ
ナ
ク

学
長
と
語
り
合
っ
た
「
夢
」

が
よ
う
や
く
現
実
の
形
と
な

り
は
じ
め
た
。
日
本
に
い
な

が
ら
ア
メ
リ
カ
の
高
等
教
育

を
享
受
で
き
る
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
日
本
の
大
学
で

は
初
の
試
み
で
あ
り
、
日
本

の
高
等
教
育
に
も
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
る
取
り
組
み
で
あ

る
。
皆
様
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
続
け
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
学
内
に
写
真
の
よ
う
な
ボ

ッ
ク
ス
が
置
か
れ
て
い
る
の

に
、
お
気
づ
き
の
方
も
い
る

だ
ろ
う
。
こ
の
春
か
ら
「
ク

ス
ノ
キ
募
金
」
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
同
募
金
は
、
提
供
さ

れ
た
書
籍
等
（
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
・
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
含
む
）

の
買
取
金
額
が
学
園
に
寄
付

さ
れ
、
学
生
・
生
徒
・
児
童

の
支
援
に
役
立
て
ら
れ
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話
で

も
申
し
込
み
可
能
だ
。

　
ぜ
ひ
、
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
。

(

昭
和
女
子
大
学

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ)

ク
ス
ノ
キ
募
金
が
ス
タ
ー
ト

ク
ス
ノ
キ
募
金
が
ス
タ
ー
ト

今
後
一
層
の
精
進
の
決
意
を

詠
ん
だ
歌
七
首
を
捧
げ
た
。

　
師
に
こ
が
れ 

教
え
を
胸
に
夢
つ
か
み

　
　
い
つ
も
心
に
感
謝
の
気
持
ち

（
初
教
　
奥
山
倫
佳
）

　
灯
火
の 

光
に
宿
る
師
の
教
え

　
　
　
胸
に
抱
き
て
永
遠
に
忘
れ
ん

（
初
教
　
鈴
木
沙
永
）

　
光
さ
す 

落
葉
流
れ
る
秋
の
庭

　
　
　
あ
り
し
日
の
心
今
も
残
せ
り

（
心
理
　
加
藤
す
み
れ
）

　
歌
声
を 

芳
香
の
せ
る
秋
風
は

　
　
　
御
霊
へ
馳
せ
る
想
い
も
運
ぶ

（
環
教
　
髙
橋
ら
ら
）

　
秋
風
に 

恩
師
を
思
ふ
白
い
百
合

　
　
　
込
め
ら
れ
し
思
ひ
今
も
息
づ
く

（
環
教
　
千
葉
穂
乃
花
）

　
毎
日
を 

学
び
行
く
中
に
恩
師
の
志

　
　
　
語
り
受
け
継
ぐ
　
新
し
き
日
々

（
健
康
　
網
野
遥
香
）

　
今
日
の
日
に 

亡
き
恩
師
へ
の
詩
う
た
う

　
　
　
昭
和
の
今
と
昔
を
つ
な
ぐ

（
健
康
　
石
井
珠
奈
）

　
本
学
は
、
戦
災
に
よ
り
中

野
か
ら
現
在
の
世
田
谷
区
太

子
堂
に
移
転
し
た
一
一
月
九

日
を
復
興
記
念
日
と
し
て
い

る
。
一
〇
月
五
日
の
先
哲
の

慰
霊
祭
に
続
き
、
一
一
月
八

日
に
は
松
陰
神
社
の
恩
師
・

同
窓
の
墓
前
に
附
属
校
園

児
・
児
童
・
生
徒
の
代
表
と

大
学
の
学
生
代
表
が
集
い
墓

前
祭
を
行
っ
て
い
る
。

　
本
年
の
墓
前
祭
で
は
、
恩

師
・
理
事
・
職
員
・
大
学
同

窓
・
中
高
同
窓
・
初
等
部
同

窓
の
一
三
四
柱
が
合
祀
さ
れ

た
。
式
に
は
、
ご
遺
族
の

方
々
も
参
列
さ
れ
、
坂
東
眞

理
子
理
事
長
・
総
長
の
講
話

の
後
に
、
学
友
会
執
行
部
の

代
表
学
生
が
、
先
人
へ
の
感

謝
の
意
を
表
す
と
と
も
に
、

墓
前
祭

祭
霊
慰
の
哲
先
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「
ジ
ェ
イ
ン・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
と
女
性
た
ち
」を
聴
講
し
て

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座

　
今
年
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
小

説
家
ジ
ェ
イ
ン
・
オ
ー
ス

テ
ィ
ン
の
没
後
二
〇
〇
年
の

記
念
の
年
で
あ
り
、
イ
ギ
リ

ス
で
は
彼
女
の
肖
像
入
り
の

一
〇
ポ
ン
ド
札
が
発
行
さ
れ

た
そ
う
だ
。
私
は
子
供
の
頃

か
ら
一
八
・
一
九
世
紀
の
イ

ギ
リ
ス
を
背
景
と
し
た
作
品

が
好
き
で
、
ジ
ェ
イ
ン
・
オ

ー
ス
テ
ィ
ン
『
高
慢
と
偏
見
』

は
愛
読
書
の
ひ
と
つ
で
あ
っ

た
。
作
品
に
は
、
当
時
の
イ

ギ
リ
ス
社
交
界
を
描
写
し
た

場
面
が
多
く
、
私
に
は
理
解

で
き
な
い
こ
と
が
多
く
あ
っ

た
が
、
金
子
弥
生
先
生
に
よ

る
本
講
座
を
聴
講
し
、
当
時

の
階
級
制
度
や
男
女
の
社
会

的
地
位
、
出
会
い
の
場
で
あ

る
「
舞
踏
会
」
な
ど
、
今
は

な
い
文
化
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
時
代
や
社
会
的
背
景
が
異

な
っ
て
い
て
も
、
現
代
の
読

者
が
作
品
を
楽
し
め
る
の
は
、

普
遍
的
な
魅
力
が
あ
る
た
め

で
あ
ろ
う
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん

に
も
一
読
を
お
勧
め
し
た
い
。

(

ビ
ジ
ネ
ス
　T
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◆
春
の
特
別
展
◆「
図
書
館
七
〇
周
年
・
近
代
文
庫
六
〇
周
年
記
念

こ
と
ば
の
い
ろ 

こ
と
ば
の
お
と 

〜
人
見
東
明
と
白
秋
・
露
風
の
詩
の
世
界
〜 

開
催

　
春
の
特
別
展
は
、
六
月
一

日
、
光
葉
博
物
館
前
で
の
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
と

と
も
に
開
会
。
安
蔵
博
物
館

長
、
古
川
図
書
館
長
、
吉
田

副
学
長
（
特
別
展
代
表
）
の

挨
拶
、
坂
東
理
事
長
・
総
長
、

金
子
学
長
の
祝
辞
の
後
、
テ

ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
展
覧
会
は
、
創
立
者

人
見
圓
吉
（
筆
名
東
明
）
の
詩

人
と
し
て
の
活
躍
と
、『
近
代

文
学
研
究
叢
書
』
刊
行
に
尽

力
し
、「
近
代
文
庫
」
を
創
設

し
た
教
育
者
と
し
て
の
偉
業

を
見
つ
め
な
お
す
機
会
と
な

っ
た
。
新
し
い
詩
の
世
界
を

繰
り
広
げ
た
東
明
・
白
秋
・

露
風
の
そ
れ
ぞ
れ
の
作
風
は
、

多
数
の
貴
重
資
料
に
よ
っ
て

紹
介
さ
れ
、
自
筆
草
稿
、
初

版
本
の
装
幀
デ
ザ
イ
ン
や
挿

絵
な
ど
か
ら
も
存
分
に
鑑
賞

で
き
た
。改
め
て
、
創
立
者
が

作
詞
し
た
校
歌
を
口
ず
さ
む

と
、
こ
れ
ま
で
と
は
一
味
も

二
味
も
違
う
趣
が
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
本
展
と
同
時
に
八
号
館
昭

ル
ー
ム
、
図
書
館
三
階
で
は

図
書
館
特
別
展
「
図
書
館
七

〇
年
の
歩
み
Ⅰ
〜
特
殊
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
ヒ
ス
ト
リ
ー
〜
」

と
題
し
た
図
書
館
開
設
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
歴
史
を

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
と
も
に
振

り
返
っ
た
。

　
平
成
三
〇
年
四
月
に
グ

ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
の

二
つ
目
の
学
科
と
し
て
「
会

計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
」
が

誕
生
し
た
。
会
計
は
「
ビ
ジ

ネ
ス
の
言
語
」
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
。
そ
れ
に
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
を
加
え
る
こ
と
で
、
お

金
の
流
れ
か
ら
社
会
を
体
系

的
に
理
解
す
る
こ
と
を
主
眼

と
し
て
い
る
。
会
計
お
よ
び

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
「
ビ
ジ
ネ

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
」
で
あ
り
、

企
業
経
営
に
お
い
て
は
必
要

不
可
欠
な
分
野
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
は
企

業
経
営
だ
け
で
な
く
個
人
の

家
計
、
資
産
形
成
に
お
い
て

も
示
唆
に
富
む
知
見
を
提
供

す
る
。
こ
の
よ
う
な
分
野
を

専
門
に
勉
強
す
る
学
科
が
遂

に
女
子
大
に
登
場
し
た
わ
け

で
あ
る
。

　
本
学
科
で
は
簿
記
や
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
資
格
取
得
を
目
指
し
な
が

ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動
な

ど
を
通
じ
て
、
学
ん
だ
知
識

を
「
使
え
る
も
の
に
変
え

る
」
こ
と
に
重
点
を
置
く
。

教
員
も
公
認
会
計
士
や
フ
ァ

ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
証
券

ア
ナ
リ
ス
ト
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
バ
ン
カ
ー
、
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
と

い
っ
た
実
務
家
出
身
で
、
か

つ
、
Ｍ
Ｂ
Ａ
や
博
士
の
学
位

を
取
得
し
て
い
る
者
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
理
論
と
実
践

の
架
け
橋
と
な
る
授
業
が
可

能
で
あ
る
。
更
に
、
女
子
大

初
の
「
株
式
仮
想
売
買
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
」
も
導
入
さ
れ
て
お
り
、

臨
場
感
あ
ふ
れ
る
実
践
さ
な

が
ら
の
学
び
が
展
開
さ
れ
る
。

　
し
か
し
、
い
く
ら
専
門
的

な
能
力
や
資
格
を
獲
得
し
た

と
し
て
も
、
社
会
に
出
て
重

要
な
の
は
「
優
れ
た
人
間

性
」
で
あ
る
。
本
学
科
で
は

ゼ
ミ
活
動
な
ど
様
々
な
機
会

を
活
用
し
て
、
「
優
れ
た
人

間
性
」
の
育
成
に
も
充
分
配

慮
し
、
高
度
な
ス
キ
ル
を
有

し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン

を
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
送
り

出
し
た
い
。

（
会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
学
科
長

山
田
　
隆)

坂
東
眞
理
子
理
事
長
・
総
長

上
海
交
通
大
学
　日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
顧
問
就
任

姜党委書記から任命状を授与される坂東理事長・総長

上
海
交
通
大
学
正
門
前
で

　
こ
の
ほ
ど
、
本
学
の
長
年

の
協
定
校
で
あ
る
上
海
交
通

大
学
で
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー

が
設
立
さ
れ
、
坂
東
眞
理
子

理
事
長
・
総
長
が
顧
問
に
就

任
し
た
。
坂
東
理
事
長
・
総

長
は
、
五
月
三
日
、
同
大
学

を
訪
問
し
、
姜
斯
憲
党
委
書

記
よ
り
任
命
状
を
授
与
さ
れ

た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
日
本
の
社

女
性
問
題
の
分
野

で
、
日
本
の
法
制

度
や
行
政
の
取
り

組
み
に
関
す
る
研

究
成
果
を
紹
介
す

る
な
ど
、
同
セ
ン

タ
ー
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
く
。

　
本
学
は
、
一
九

九
二
年
の
姉
妹
校

協
定
締
結
以
来
、

同
大
学
と
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

を
続
け
て
お
り
、
昨
年
度
は

初
の
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
の

学
位
取
得
生
一
〇
名
の
卒
業

生
が
誕
生
し
た
。
今
後
は
、

こ
の
よ
う
な
学
生
交
流
の
み

な
ら
ず
、
研
究
交
流
の
分
野

で
も
同
大
学
と
の
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
が
深
ま
っ
て
い
く

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
国
際
交
流
課
）

会
、
政
治
、
経
済
、
法
制
度

な
ど
を
研
究
す
る
新
し
い
研

究
拠
点
と
し
て
、
国
の
支
援

の
も
と
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
上

海
交
通
大
学
の
凱
原
法
学
院

（
法
科
大
学
院
）
の
教
授
を
中

心
に
構
成
さ
れ
、
日
本
の
政

治
家
や
学
者
な
ど
も
研
究
員

と
し
て
参
加
す
る
。
坂
東
理

事
長
・
総
長
は
、
専
門
で
あ
る

現
代
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
所
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
機
構

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

防
災
体
験
・
浅
草
散
策
ツ
ア
�

　
一
二
月
二
日
、
「
現
代
ビ

ジ
ネ
ス
研
究
所
と
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
機
構
共
催
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
で
活
躍

す
る
企
業
の
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
の
取
り
組
み
」
が
三
部
構

成
で
開
催
さ
れ
た
。
第
一
部

は
、
内
閣
府
の
方
か
ら
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
の
我
が
国
の
現

状
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ

た
。
第
二
部
で
は
、
ダ
イ
バ

ー
シ
テ
ィ
を
推
進
し
て
い
る

企
業
四
社
（
日
本
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
・
カ
ル
ビ
ー
・
城
南
信

用
金
庫
・
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
信
託
銀

行
）
の
方
を
お
招
き
し
、
各

社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

っ
た
。
第
三
部
で
は
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
社
会
人
の
方
と

学
生
が
チ
ー
ム
を
作
り
、

「
自
分
の

会
社
で
ダ

イ
バ
ー
シ

テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

を
導
入
し

た
場
合
に

出
現
す
る

問
題
」
に

つ
い
て
議

論
し
た
。
そ
の
後
の
交
流
会

で
は
、
社
会
人
の
方
と
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ

っ
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参

加
し
て
、
企
業
が
ど
の
よ
う

に
し
て
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を

進
め
て
い
る
の
か
、
現
場
に

お
け
る
「
生
の
声
」
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義

な
時
間
と
な
っ
た
。

(

ビ
ジ
ネ
ス
　
太
田
理
沙
子)

　
六
月
三
〇
日
（
土
）、
イ
タ

リ
ア
か
ら
二
人
、
台
湾
か
ら

一
人
、
三
人
の
留
学
生
と
と

も
に
、
日
本
人
学
生
二
六
人
、

教
職
員
五
人
、
総
勢
三
四
人

で
本
所
防
災
館
で
防
災
体
験

と
浅
草
散
策
ツ
ア
ー
に
参
加

し
た
。
つ
い
先
日
、
大
阪
で
死

者
を
伴
う
地
震
が
起
き
た
。

世
界
中
ど
こ
に
い
て
も
、
い

つ
ど
ん
な
災
害
が
起
こ
る
か

は
わ
か
ら
な
い
。
地
震
大
国

日
本
で
は
私
達
同
様
、
留
学

生
も
防
災
意
識
を
持
つ
べ
き

だ
と
思
う
。
防
災
館
で
は
地

震
、
暴
風
雨
な
ど
実
際
に
起

き
る
災
害
を
想
定
し
た
様
々

な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
体
験

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私

の
中
で
、
暴
風
雨
は
地
震
等

に
比
べ
て
そ
こ
ま
で
危
険
な

イ
メ
ー
ジ
が
な
く
、
家
の
中

に
い
れ
ば
安
全
だ
と
い
う
認

識
だ
っ
た
が
、
風
速
30
ｍ
の

暴
風
雨
体
験
は
想
像
以
上
に

危
険
で
恐
怖
を
覚
え
た
。
自

然
の
猛
威
に
は
か
な
わ
な
い

と
い
う
こ
と
を
胸
に
刻
み
、

ま
ず
落
ち
着
い
て
、
自
分
の

命
を
守
れ
る
よ
う
今
日
の
経

験
を
活
か
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
。
そ
の
後
、
留
学
生

と
と
も
に
浅
草
を
散
策
し

た
。
防
災
体
験
で
の
緊
張
感

か
ら
解
放
さ
れ
、
仲
見
世
通

り
を
通
り
、
浅
草
寺
へ
。み
ん

な
で
し
っ
か
り
と
平
和
と
安

全
を
願
っ
た
。

（
英
コ
ミ
　
横
手
野
枝
）

平
成
三
〇
年
度  

保
護
者
懇
談
会

平
成
三
〇
年
度  

保
護
者
懇
談
会

　
六
月
二
六
日（
土
）、あ
い
に

く
の
雨
だ
っ
た
が
、
五
〇
〇

名
を
超
え
る
三
年
生
の
保
護

者
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
。

　
第
一
部
は
、
坂
東
眞
理
子

理
事
長
・
総
長
の「
ご
挨
拶
と

本
学
の
現
在
」
、
次
に
、
金

子
朝
子
学
長
か
ら
「
本
学
の

教
育
」
に
つ
い
て
話
が
あ
っ

た
。
磯
野
彰
彦
キ
ャ
リ
ア
支

援
部
長
か
ら
、「
就
職
活
動
の

現
状
と
就
職
サ
ポ
ー
ト
」
、鈴

木
円
学
生
部
長
か
ら
「
学
生

へ
の
支
援
」
に
つ
い
て
、
最

後
に
小
原
奈
津
子
常
務
理
事

か
ら
「
昭
和
女
子
大
学
サ
ポ

ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
へ
の
お

誘
い
」
が
あ
っ
た
。

　
第
二
部
は
各
学
科
に
分
か

れ
た
。
心
理
学
科
で
は
、
全

教
員
の
紹
介
、
学
科
長
は
じ

め
、
教
務
、
学
生
、
キ
ャ
リ
ア

支
援
の
各
委
員
か
ら
説
明
、

そ
し
て
、
進
学
と
就
職
が
そ

れ
ぞ
れ
内
定
し
た
学
生
が

「
三
年
生
の
過
ご
し
方
」
を
話

し
た
。
ゼ
ミ
ご
と
に
集
ま
っ

た
後
は
、
質
問
や
相
談
、
そ
し

て
、
保
護
者
は
大
学
で
の
、

教
員
は
家
で
の
学
生
の
姿
を

そ
れ
ぞ
れ
知
り
、
和
や
か
な

時
間
で
あ
っ
た
。

　
（
学
生
部
次
長

　
本
多
ハ
ワ
ー
ド
素
子
）
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入
新

ん
さ
皆
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新入生歓迎
オリエンテーション

４月２日〜１０日

新入生歓迎
オリエンテーション

４月２日〜１０日

新入生歓迎
オリエンテーション

４月２日〜１０日

心
地
よ
い

春
の
風
が
吹
く

　
四
月
二
日
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
新
し
い
生
活
へ
の
期
待

　４月２日(月)の入学式から約1週間、大学への理
解を深め4年間の学生生活を円滑に送ることができ
るよう新入生歓迎オリエンテーションを実施した。
各種ガイダンスをはじめ、上級生懇談会やプレゼン
テーション、学科主催夕食会など盛りだくさんの内
容で親睦を深めた。6日(金)には、創立者記念講堂
で学友会や秋桜祭実行委員会、クラブ連合委員会
による「新入生歓迎フェスタ」も開催され各団体か
ら新入生へ熱いメッセージを送った。
　新入生に感想と、学生生活への抱負を聞いた。

と
不
安
を
胸
に
、
昭
和

女
子
大
学
の
入
学
式
を

迎
え
た
。
翌
日
か
ら
始

ま
っ
た
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
期
間
で
は
、
高

校
と
大
学
の
大
き
な
違

い
に
戸
惑
い
つ
つ
も
、

先
生
方
や
先
輩
方
の
ご

指
導
に
よ
り
少
し
ず
つ

慣
れ
て
き
た
。

　
学
科
主
催
の
夕
食
会

で
は
、
食
事
を
楽
し
み

つ
つ
、
先
生
方
の
お
話

や
先
輩
方
が
作
成
し
て

く
だ
さ
っ
た
ス
ラ
イ
ド

に
よ
り
福
祉
社
会
学
科

へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
だ
話

し
た
こ
と
の
な
い
人
と
も
話

す
よ
い
機
会
に
な
り
、
と
て

も
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
せ

た
。

　
上
級
生
主
催
の
懇
談
会
で

は
、
大
学
生
活
や
履
修
な
ど

に
つ
い
て
の
疑
問
に
先
輩
方

が
親
身
に
な
っ
て
答
え
て
く

だ
さ
っ
た
。
な
か
な
か
こ
う

い
う
機
会
は
な
い
た
め
、
今

回
い
た
だ
い
た
知
識
や
情
報

は
と
て
も
貴
重
に
感
じ
た
。

知
識
は
活
か
さ
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
の
で
、
先
輩

方
に
教
え
て
い
た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら
の

大
学
生
活
に
役
立
て
て
い

き
た
い
。

　
大
学
と
い
う
場
所
は
、
卒

業
で
き
る
か
ど
う
か
全
て
己

の
責
任
次
第
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
一
つ
一
つ
の
授
業
に

高
校
以
上
の
重
み
を
感
じ

た
。
資
格
取
得
の
た
め
に

も
、
己
を
鼓
舞
し
、
目
標
に

向
か
っ
て
日
々
邁
進
し
て
い

き
た
い
。

（
福
祉
　
伊
藤
も
も
香
）

　
暖
か
な
春
の
光
の
中
、
慣

れ
な
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、

四
月
二
日
の
入
学
式
を
迎
え

思
い
で
い
た
。
入
学

式
直
後
か
ら
始
ま
っ

た
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
期
間
で
は
、
今

ま
で
に
な
い
新
鮮
な

経
験
が
た
く
さ
ん
で

き
た
。
五
修
生
と
し

て
入
学
し
た
為
、
一

つ
上
の
先
輩
方
と
上

手
く
馴
染
め
る
だ
ろ

う
か
と
不
安
で
一
杯

だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に

溶
け
込
む
こ
と
が
で

き
て
安
心
し
た
。
ガ

イ
ダ
ン
ス
で
は
一
気

に
た
く
さ
ん
の
情
報

が
行
き
交
い
、
疲
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
し

か
し
、
友
人
と
お
昼
休
み

に
学
食
に
行
っ
た
り
、
放

課
後
に
お
茶
を
し
な
が
ら

語
り
合
う
こ
と
で
、
心
配

だ
っ
た
履
修
登
録
も
楽
し

く
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

間
も
な
く
行
わ
れ
る
学
科

主
催
の
夕
食
会
や
、
い
よ

い
よ
始
ま
る
授
業
、
サ
ー

ク
ル
活
動
、
そ
の
他
、
友
人

と
三
軒
茶
屋
の
お
洒
落
な
カ

フ
ェ
巡
り
も
計
画
中
で
、
今

か
ら
と
て
も
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
私

の
夢
で
あ
る
ボ
ス
ト
ン
留
学

に
向
け
て
、
今
ま
で
よ
り
も

更
に
英
語
力
を
高
め
て
い
け

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思

う
。

（
英
コ
ミ
　
滋
野
紗
蘭
）

た
。
つ
い
先
日
ま
で
高
校
生

活
を
送
っ
て
い
た
私
は
、
こ

れ
か
ら
始
ま
る
新
生
活
へ
の

期
待
と
、
授
業
に
つ
い
て
い

か
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
不

安
が
入
り
混
じ
っ
た
複
雑
な

　
暖
か
な
春
の
陽
射
し
が
ふ

り
そ
そ
ぐ
四
月
二
日
、
不
安

と
期
待
を
抱
え
な
が
ら
入
学

の
日
を
迎
え
た
。
翌
日
か
ら

始
ま
っ
た
一
週
間
の
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
先
生

方
か
ら
丁
寧
な
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
始

ま
る
学
校
生
活
へ
の
不
安
が

ス
を
越
え
て
仲
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
先
輩
方
か
ら

は
勉
強
だ
け
で
な
く
、
部
活

・
サ
ー
ク
ル
や
留
学
に
つ
い

て
の
お
話
も
聞
き
、
充
実
し

た
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
た
。

　
私
た
ち
の
所
属
す
る
食
安

全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
で
は
、

食
品
と
栄
養
、
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
関
す
る
専
門
知
識
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

社
会
に
貢
献
で
き
る
人
材
に

な
れ
る
よ
う
、
仲
間
と
切
磋

琢
磨
し
な
が
ら
様
々
な
課
題

を
乗
り
越
え
今
後
の
授
業
は

も
ち
ろ
ん
、
学
寮
研
修
な
ど

で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
で
未
来

の
自
分
像
を
見
つ
け
た
い
。

（
安
全

　
小
松
空
・
稲
生
ち
ひ
ろ
）

　
四
月
六
日
、
学
友
会
執
行

部
・
秋
桜
祭
実
行
委
員
会
・

ク
ラ
ブ
連
合
委
員
会
が
主
催

す
る
「
新
入
生
歓
迎
フ
ェ
ス

タ
」
を
創
立
者
記
念
講
堂
で

開
催
し
た
。
一
時
間
二
十
五

分
に
わ
た
り
、
二
十
四
の
委

員
会
・
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル

が
活
動
内
容
を
発
表
し
た
。

　
発
表
が
一
団
体
三
分
と
い

う
短
い
時
間
で
は
あ
っ
た
が
、

各
々
の
魅
力
を
新
入
生
に
伝

え
よ
う
と
工
夫
を
凝
ら
し
、

無
事
最
高
の
発
表
を
行
う
こ

と
が
で
き
た
。
新
入
生
も
拍

手
や
歓
声
で
大
い
に
盛
り
上

げ
て
く
れ
た
。
春
休
み
中
か

ら
の
打
ち
合
わ
せ
や
リ
ハ
ー

サ
ル
が
成
功
に
繋
が
っ
た
と

思
う
。
発
表
の
あ
い
間
に
団

体
か
ら
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当

た
る
抽
選
会
も
行
っ
た
。
抽

選
で
当
選
し
た
新
入
生
に
先

輩
か
ら
直
接
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

手
渡
さ
れ
、
嬉
し
そ
う
な
笑

顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
新
入
生
に
は
大
切
な
仲
間

を
つ
く
り
、
た
く
さ
ん
の
こ

と
に
挑
戦
し
、
学
生
生
活
を

輝
か
せ
て
ほ
し
い
と
思
う
。

充
実
し
た
経
験
が
将
来
に
も

結
び
つ
く
こ
と
を
祈
る
。

（
委
員
長
　
近
佳
那
子
）

自
信
に
変
わ
っ
て

い
っ
た
。

　
四
月
五
日
、
学

科
主
催
の
昼
食
会

で
は
、
先
輩
方
が

用
意
し
て
く
だ
さ

っ
た
美
味
し
い
お

弁
当
を
食
べ
な
が

ら
、
学
科
や
学
寮
、

ク
ラ
ス
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
先
生
の
紹

介
を
聞
い
た
り
、

班
全
員
で
工
夫
し

て
ケ
ー
キ
の
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
し

た
り
し
て
、
ク
ラ

心
地
よ
い

春
の
風
が
吹
く

未
来
の

自
分
探
し
へ
出
発
！

未
来
の

自
分
探
し
へ
出
発
！

期
待
期
待

千
本
桜
を
ポ
ッ
プ
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
演

奏
す
る
生
田
流
筝
曲
部

ダ
ン
ス
や
歌
で
街
全
体
の
活
性
化
を
目

指
すEN

CO
RE 

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

新
入
生
歓
迎
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
長
近

さ
ん
の
あ
い
さ
つ
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昭 和 学 報 （昭和女子大学発行）平 成 3 0 年 9 月 １ 日 （ 6 ）第 6 2 4号

(
)

(
)

(
)

配達業務のＯＪＴを受ける市川さん

現場視察した「サンシャイン水族館の天空
ペンギン」は、昨年 7月にオープンし、話題
を集めている

研修でお世話になった大成建設の猪里室
長（右）と

　
一
二
月
六
日
に
日
本
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
協
会
が

開
催
し
た
「
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
成
果
発
表
会
２
０
１

７
」
に
て
、
私
は
理
系
部
門
で

優
秀
賞
を
い
た
だ
い
た
。

　
ス
ー
パ
ー
ゼ
ネ
コ
ン
で
の

業
務
に
興
味
が
あ
っ
た
た

め
、
学
校
推
薦
で
大
成
建
設

株
式
会
社
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
に
申
し
込
み
、
九
月

上
旬
の
一
〇
日
間
、
水
族
館

の
設
計
を
行
っ
て
い
る
部
署

で
、
模
型
制
作
と
水
族
館
の

現
場
視
察
の
研
修
に
参
加
し

た
。
そ
の
後
、
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
勧
め
ら
れ
、

成
果
発
表
会
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
一
一
月
の
秋
桜
祭
に
向
け

て
研
究
室
で
の
空
間
展
示
の

準
備
に
追
わ
れ
、
そ
の
翌
週

に
は
学
寮
研
修
に
参
加
し
た

り
と
、
思
う
よ
う
に
時
間
が

取
れ
な
い
中
、
報
告
書
と
発

表
会
原
稿
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
資
料
を
作
成
し
た
。
発
表

会
当
日
は
、
お
世
話
に
な
っ

た
大
成
建
設
の
猪
里
孝
司
企

画
推
進
室
長
に
も
ご
列
席
い

た
だ
い
た
。
大
変
緊
張
し
た

が
発
表
を
無
事
に
終
え
、
理

系
部
門
に
て
同
率
首
位
で
優

秀
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
た
。
と
て
も
夢
の
あ
る
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
大

成
建
設
の
皆
様
に
感
謝
す

る
。 

（
環
境
　
長
嶋
星
奈
）

こ
の
夏
の
キ
ャ
リ
ア
支
援

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
成
果
発
表
会
２
０
１
７
で
優
秀
賞

◆ 
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス 

エ
ク
ス
プ
レ
ス

◆ 

株
式
会
社
岡
村
製
作
所

◆ 

大
成
建
設
株
式
会
社

✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺

✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺
✺

　
五
月
一
六
日
（
水
）
に
二
〇

二
〇
年
三
月
卒
業
予
定
者
を

対
象
と
し
た
「
第
一
回
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し
、

リ
ク
ル
ー
ト
就
職
み
ら
い
研

究
所
の
方
と
キ
ャ
リ
ア
支
援

セ
ン
タ
ー
職
員
が
、
採
用
選

考
活
動
の
日
程
や
求
人
Ｎ
Ａ

Ｖ
Ｉ
の
利
用
方
法
等
を
説
明

し
、
現
三
年
生
へ
の
就
活
支

援
が
始
ま
っ
た
。

　
今
年
の
就
職
環
境
は
、
売

り
手
市
場
が
続
い
て
い
る
も

の
の
、
選
考
の
短
縮
化
・
内

定
の
早
期
化
や
、
メ
ガ
バ
ン

ク
で
の
採
用
数
の
大
幅
減
少

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
状
況
に

変
化
が
見
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
多
く
の
企

業
が
選
考
の
序
盤
に
実
施
す

る
Ｓ
Ｐ
Ｉ
試
験
の
対
策
は
、

六
月
か
ら
七
月
に
基
礎
講
座

を
開
催
す
る
ほ
か
、
八
月
に

習
熟
度
別
の
集
中
講
座
を
実

施
し
、
各
人
の
レ
ベ
ル
に
合

わ
せ
向
上
を
図
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

　
ま
た
、前
期
の
基
幹
講
座
で

あ
る
就
職
活
動
準
備
講
座
は
、

四
回
に
わ
た
っ
て
実
施
し
、

七
月
の
最
終
回
を
も
っ
て
「
自

己
分
析
」「
業
界
・
企
業
研
究
」

に
不
足
が
生
じ
な
い
よ
う
、

習
得
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　
比
較
的
時
間
に
余
裕
が
あ

る
夏
の
時
期
は
、
過
ご
し
方

次
第
で
差
が
出
る
こ
と
を
肝

に
銘
じ
、
有
効
活
用
し
て
も

ら
い
た
い
。

（
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
）

｢
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業　　種 企　業　名 人数 業　　種 企　業　名 人数

職　種

公立

私立

公立

私立

公立

私立

公立

私立

勤　務　先 人数

常　勤

非常勤

常　勤

非常勤

幼稚園

 7名

小学校

31名

職　種

公立

私立

公立

私立

公立

私立

公立

私立

勤　務　先 人数

常　勤

非常勤

常　勤

非常勤

中学校

4名

高等学校

10名

0

6

1

1

0

0

17

13

2

1

1

0

4

4

1

1

平成２9年度　主な就職先一覧

　
平
成
二
九
年
度
（
平
成
三

〇
年
三
月
卒
）
の
就
職
状
況

は
、
前
年
に
引
き
続
き
景
気

の
堅
調
を
背
景
と
し
て
企
業

の
求
人
が
増
え
、
学
生
が
比

較
的
就
職
し
や
す
い
「
売
り

手
市
場
」
の
傾
向
が
さ
ら
に

強
ま
っ
た
。
本
学
も
そ
の
流

れ
に
乗
り
、
着
実
に
就
職
実

績
を
上
げ
た
。

　
文
部
科
学
省
と
厚
生
労
働

省
が
五
月
一
八
日
に
発
表
し

た
平
成
二
九
年
度
「
大
学
等

卒
業
者
の
状
況
調
査
」
（
四

月
一
日
現
在
・
抽
出
調
査
）

に
よ
る
と
、
全
国
の
大
学
の

就
職
率
（
就
職
希
望
者
に
占

め
る
就
職
者
の
割
合
）
は
９

８
・
０
％
で
、
前
年
同
期
を

０
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

七
年
連
続
で
上
昇
し
た
。
そ

の
結
果
、
平
成
八
年
の
調
査

開
始
以
来
、
三
年
連
続
で
過

去
最
高
記
録
を
更
新
し
た
。

　
今
春
の
大
学
卒
業
生
の
選

考
開
始
時
期
は
、
前
年
に
続

き
四
年
生
の
六
月
だ
っ
た
が
、

実
際
に
は
そ
れ
以
前
か
ら
水

面
下
で
の
選
考
が
行
わ
れ
、

三
年
生
の
夏
休
み
に
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加
し
た
企

業
か
ら
早
い
段
階
で
内
定
・

内
々
定
を
も
ら
っ
た
学
生
も

い
た
。
製
造
業
や
金
融
、
サ

ー
ビ
ス
業
な
ど
、
全
般
的
に

企
業
の
採
用
意
欲
は
強
く
、

一
方
、
一
部
の
中
堅
・
中
小

企
業
は
採
用
予
定
数
を
集
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

　
全
国
の
男
女
別
の
数
字
を

み
る
と
、
女
子
が
９
８
・
６

％
で
前
年
同
期
を
０
・
２
ポ

イ
ン
ト
上
回
っ
た
の
に
対
し
、

男
子
は
９
７
・
５
％
で
、
前

年
同
期
を
０
・
６
ポ
イ
ン
ト

上
回
っ
た
が
、
女
子
優
位
は

変
わ
ら
な
か
っ
た
。
女
子
が

男
子
を
上
回
る
の
は
こ
れ
で

六
年
連
続
。

　
本
学
の
場
合
、
五
月
下
旬

に
確
定
値
（
平
成
二
九
年
九

月
卒
を
含
む
）
を
ま
と
め
た

と
こ
ろ
、
卒
業
生
１
３
２
４

人
の
う
ち
就
職
希
望
者
は
１

２
７
０
人
、
就
職
者
は
１
２

５
８
人
で
、
就
職
率
は
９
９

・
１
％
だ
っ
た
。
こ
れ
は
前

年
同
期
と
同
じ
水
準
で
、
全

国
の
私
立
大
学
女
子
の
平
均

を
０
・
４
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、

「
就
職
支
援
に
手
厚
く
、
面

倒
見
が
良
い
」
と
い
う
本
学

へ
の
評
価
を
改
め
て
裏
付
け

る
結
果
と
な
っ
た
。

　
当
事
者
で
あ
る
卒
業
生
た

ち
の
頑
張
り
に
加
え
て
、
各

学
科
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
委

員
や
ゼ
ミ
担
当
、
ク
ラ
ス
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
の
先
生
方
と
キ

ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

が
緊
密
に
連
絡
を
取
り
合
い
、

面
接
が
本
格
化
す
る
四
年
生

の
四
月
こ
ろ
か
ら
き
め
細
か

い
就
活
支
援
を
続
け
た
成
果

と
い
え
る
。
以
上
の
就
職
率

と
は
別
に
、
就
職
者
を
卒
業

生
総
数
か
ら
大
学
院
進
学
者

を
差
し
引
い
た
数
で
割
る「
就

職
率
２
」（
実
就
職
率
）
で
み

る
と
、
本
学
の
学
部
卒
業
生

は
９
６
・
７
％
で
、
前
年
同

期
に
比
べ
１
・
２
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
た
。
こ
の
数
字
は
、

株
式
会
社
大
学
通
信
が
集
計

し
、
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
な

ど
に
デ
ー
タ
と
し
て
提
供
さ

れ
、
ラ
ン
キ
ン
グ
の
形
で
表

さ
れ
る
。
本
学
は
昨
年
ま
で

卒
業
生
１
０
０
０
人
以
上
の

女
子
大
で
七
年
連
続
第
一
位

を
維
持
し
、
今
年
も
、
八
年

連
続
を
達
成
し
た
。

　
学
部
の
就
職
先
を
業
種
別

に
み
る
と
、
卸
売
・
小
売
業

が
最
も
多
く
２
３
８
人
、
次

い
で
サ
ー
ビ
ス
業
が
２
０
２

人
、
銀
行
や
生
命
保
険
、
損

害
保
険
、
証
券
会
社
な
ど
の

金
融
業
が
１
７
３
人
と
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
と
金
融
が
逆
転
し

た
。そ
の
ほ
か
情
報
通
信
業
の

１
２
２
人
、
製
造
業
の
１
１

１
人
、
医
療
・
福
祉
の
１
０

４
人
、
農
林
水
産
・
鉱
業
・

建
設
業
の
７
９
人
、
教
育
・

学
習
支
援
の
７
６
人
の
順
で
、

建
設
関
係
が
増
え
て
い
る
。

　
職
種
別
で
は
、
総
合
職
と

転
勤
を
伴
わ
な
い
準
総
合
職

（
エ
リ
ア
総
合
職
）
が
合
わ

せ
て
３
８
３
人
で
就
職
者
全

体
の
約
三
割
を
占
め
た
。
こ

れ
に
対
し
一
般
事
務
職
は
３

１
３
人
で
減
少
傾
向
に
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
サ
ー
ビ
ス
職
が

客
室
乗
務
な
ど
を
含
め
８
５

人
、
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

が
７
５
人
で
、
一
方
、
資
格

系
は
教
員
が
５
２
人
、
栄
養

士
・
管
理
栄
養
士
が
４
７
人
、

保
育
士
が
４
６
人
、
医
療
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
６
人

だ
っ
た
。

　
正
社
員
、
契
約
社
員
、
派

遣
社
員
の
別
で
は
、
正
社
員

（
常
勤
教
職
員
を
含
む
）
が

１
１
９
７
人
で
、
全
体
に
占

め
る
比
率
は
９
５
・
２
％
。

昨
年
の
９
６
・
２
％
を
わ
ず

か
に
下
回
っ
た
が
、
高
水
準

を
維
持
し
て
い
る
。
契
約
社

員
は
５
８
人
で
４
・
６
％
、

派
遣
社
員
は
３
人
で
０
・
２

％
だ
っ
た
。

 

（
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
長
・

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
長
　

磯
野
彰
彦
）

建　　   設 旭化成ホームズ
 積水ハウス
 大和ハウス工業
 熊谷組
 五洋建設
 清水建設
 戸田建設
 住友林業
 日揮
不   動   産 三井不動産リアルティ
 住友不動産販売
製   造   業 住友電気工業
 新日鐵住金
 住友化学
 三菱電機
 東ソー
 日本航空電子工業
 富士通
 アルプス電気
 伊藤園
 エバラ食品工業
 花王
 ＧＳユアサ
 敷島製パン
 資生堂
 信越化学工業
 住友金属鉱山
 太平洋セメント
 ＴＤＫ
 久光製薬
 古河機械金属
 明治
 ヤクルト本社
 ローム
 ＹＫＫ
 ワコール
出版・印刷 主婦の友社
卸売・小売 京王百貨店
 三越伊勢丹
 三菱食品
 そごう・西武
 セブン－イレブン・ジャパン
 日立ハイテクノロジーズ

3
3
3
2
2
2
2
1
1
5
1
4
3
3
3
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
7
5
4
2
1
1

金   融   業 みずほフィナンシャルグループ
 三菱ＵＦＪ銀行 
 三井住友銀行 
 あいおいニッセイ同和損害保険 
 日本生命保険 
 大和証券 
 損害保険ジャパン日本興亜 
 野村證券　 
 三井住友海上火災保険 
 ゆうちょ銀行　 
 ｱﾒﾘｶﾝ･ｴｷｽﾌ゚ ﾚｽ･ｲﾝﾀー ﾅｼｮﾅﾙ･ｲﾝｺー ﾎ゚ ﾚｲﾃｯﾄ゙  
 ＳＭＢＣ日興証券 
 クレディセゾン 
 シティバンク銀行　 
 商工組合中央金庫 
 信金中央金庫　 
 東京海上日動火災保険　 
 農林中央金庫　　　 
 三菱ＵＦＪ信託銀行 
航空・運輸 全日本空輸  
 小田急電鉄  
 日本航空 
 日本通運 
 東日本旅客鉄道（JR東日本） 
医療・福祉 ベネッセスタイルケア 
 国立病院機構 
 地域医療機能推進機構（ＪＣＨＯ） 
調査研究 国立健康・栄養研究所 
放送・広告 ジェイアール東日本企画 
 日本放送協会（ＮＨＫ） 
 情報通信 ソフトバンク 
 セールスフォース・ドットコム 
 サービス業 エイチ・アイ・エス 
 日本郵便 
 三菱電機ビルテクノサービス 
 星野リゾート・マネジメント 
 味の素コミュニケーションズ 
 JTBグローバルマーケティング＆トラベル 
 ＪＴＢコーポレートセールス 
 全国銀行協会 
そ   の   他 東京都(栄養士) 
 警視庁 
 東京都 

34
11
6
5
5
3
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
8
1
1
1
1
8
2
1
1
1
1
2
1
3
3
3
2
1
1
1
1
5
1
1

八
年
連
続
女
子
大
学
No.1

実
就
職
率
９
６.

７
％

二
〇
一
八
年
三
月
卒
業
生
の
実
就
職
率
（
就
職
者

数÷

﹇
卒
業
者
数-

大
学
院
進
学
者
数
﹈╳100

）が

卒
業
生
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
全
国
の
国
公
私
立
大

学
の
中
で
五
位
、
八
年
連
続
女
子
大
一
位
に
な
り

ま
し
た
。（
大
学
通
信
調
べ
）

〔H30.7〕

就職者数　上位就職先

平成27年度 平成28年度 平成29年度

1

2

3

4

6

7

9

12

みずほフィナンシャルグループ

トランスコスモス

東京都小中高教員

三菱ＵＦＪ銀行

ＭＳ＆ＡＤ事務サービス

埼玉県小中高教員

全日本空輸

ベネッセスタイルケア

京王百貨店

コーセー

ポピンズ

三井住友銀行

明治安田生命保険

34名

15名

12名

11名

11名

9名

8名

8名

7名

7名

7名

6名

6名

1

2

3

4

5

6

8

10

11

みずほフィナンシャルグループ

東京都小中高教員

トランスコスモス

三菱東京ＵＦＪ銀行

三井住友銀行

三越伊勢丹

朝日生命保険

エイチ・アイ・エス

日本生命保険

ポピンズ

三菱電機ビルテクノサービス

ソフトバンクコマース&サービス

全日本空輸

58名

17名

14名

12名

11名

10名

10名

8名

8名

7名

6名

6名

6名

1

2

3

4

10

11

みずほフィナンシャルグループ

東京都小中高教員

三菱東京UFJ銀行

三井住友銀行

明治安田生命保険

日本生命保険

第一生命保険

朝日生命保険

ベネッセスタイルケア

全日本空輸

日本郵便

三越伊勢丹

トランス・コスモス

43名

16名

10名

9名

9名

9名

9名

9名

9名

8名

7名

7名

7名

昭和女子大学の就職率

　　　　　     昭和女子大学    私立大学女子平均
平成20年度 97.9%　　　　　 95.1%
平成21年度 94.3%　　　　　 90.2%
平成22年度 96.1%　　　　　 89.6%
平成23年度 95.0%　　　　　 91.7%
平成24年度 96.8%　　　　　 94.2%
平成25年度 97.8%　　　　　 94.4%
平成26年度 98.7%　　　　　 96.4%
平成27年度 98.8%　　　　　 97.9%
平成28年度 99.1%　　　　　 98.7%
平成29年度 99.1%　　　　　 98.7%
卒業生1324人 （就職1258人/希望1270人）
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SeTaBi Café 

で
新
企
画
ス
タ
ー
ト

SeTaBi Café 

で
新
企
画
ス
タ
ー
ト

　
今
年
で
二
年
目
と
な
る

「
美
術
館
カ
フ
ェ
・
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
、
一
月
一
三
日
か
ら
四

月
一
日
ま
で
世
田
谷
美
術
館

で
開
催
さ
れ
る
「
パ
リ
ジ
ェ

ン
ヌ
展
」
と
連
動
し
た
企
画

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
本
展
覧
会
の
テ
ー
マ
は
、

一
八
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に

パ
リ
に
生
き
た
多
様
な
女
性

た
ち
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、

パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
た
ち
を
五
感

で
感
じ
ら
れ
る
カ
フ
ェ
に
な

る
よ
う
、
展
示
内
容
に
因
ん

だ
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
メ
ニ
ュ
ー

等
を
企
画
し
て
い
る
。
そ
の

準
備
と
し
て
夏
季
休
暇
中

に
、
国
内
外
計
二
五
ヵ
所
の

美
術
館
や
カ
フ
ェ
に
足
を
運

び
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
具
体

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
を
検

討
し
て
き
た
。
一
月
一
五
・

一
六
日
に
は
世
田
谷
線
三
軒

茶
屋
駅
前
の
八
角
堂
で
広
報

活
動
も
行
う
。
こ
れ
ま
で
の

活
動
は
大
学
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト

の
Ｓ-

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
に
掲
載
し

て
い
る
の
で
ぜ
ひ
閲
覧
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
今
後
も
順

次
更
新
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
皆
さ
ん
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し

た

世

田

谷

美

術

館

と

S
e
T
a
B
i
 
C
a
f
é
 

を
訪
れ
、
そ

の
時
代
を
映
す

女
性
た
ち
の
姿

か
ら
女
性
の
生

き
方
を
考
え
る

ひ
と
と
き
に
し

て
い
た
だ
き
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

日
文

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
岡
田
優
花)

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー×

世
田
谷
美
術
館

世
田
谷
美
術
館
で
開
催   

パ
リ
ジ
ェ
ン
ヌ
展
ポ
ス
タ
ー

　
去
る
二
月
二
四
日
、
日
本

ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
フ
ラ
イ
ド

・
チ
キ
ン
株
式
会
社
（
Ｋ
Ｆ
Ｃ

Ｊ)

と
健
康
デ
ザ
イ
ン
学
科

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
企
画

第
三
弾
と
し
て
、
平
成
二
八

年
九
月
か
ら
半
年
間
商
品
開

発
を
行
っ
た
こ
と
は
既
報
の

通
り
で
あ
る
。「
和
」「
ヘ
ル
シ

ー
」「
甘
い
も
の
」「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映

え
」と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か

ら
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
定
し
、

顧
客
の
ニ
ー
ズ
や
店
舗
で
の

作
業
手
順
も
考
慮
し
、
こ
だ

わ
り
の
詰
ま
っ
た
「
た
っ
ぷ

り
野
菜
の
チ
キ
ン
ラ
ッ
プ
」

を
開
発
。
昨
年
五
月
三
一
日

か
ら
六
月
二
一
日
ま
で
店
舗

限
定
で
発
売
さ
れ
た
。
こ
の

取
り
組
み
の
詳
細
を
今
回
、

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

こ
う
し
た
成
果
が
、
共
同
開

発
第
四
弾
の
企
画
へ
つ
な
が

り
、
後
輩
に
託
せ
た
こ
と
を

嬉
し
く
思
う
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表

で
は
、
他
学
科
の
取
り
組
み

成
果
も
発
表
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
性
を
活
か
し
た
活

動
内
容
は
、
大
変
興
味
深
い

も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

活
動
を
通
し
て
、「
売
れ
る
商

品
」
や
消
費
者
ト
レ
ン
ド
を

考
慮
す
る
必
要
性
や
顧
客

ニ
ー
ズ
を
追
究
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。

(

健
康
二
九
年
度
卒  

松
山
睦)

昭
和
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
で

Ｋ
Ｆ
Ｃ
Ｊ
と
の
共
同
開
発
成
果
を
発
表

　
曽
我
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
「
曽
我
物
語
」
ゆ
か
り

の
地
、
小
田
原
市
下
曽
我
地

区
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
有
志

学
生
が
集
い
、
活
動
を
続
け

て
い
る
。
主
な
活
動
は
、
曽

我
兄
弟
遺
跡
保
存
会
と
協
働

し
、
五
月
の
傘
焼
き
ま
つ
り
、

八

月

の

忍

者

の

里

風

魔

ま
つ
り
、
二
月
の
梅
ま
つ
り

と
い
っ
た
祭
り
へ
の
参
加

や
、
本
学
で
開
催
さ
れ
る
子

育
て
フ
ェ
ス
タ
や
秋
桜
祭
で

の
梅
干
し
や
み
か
ん
ジ
ュ
ー

ス
等
の
特
産
品
販
売
を
通
じ

た
Ｐ
Ｒ
活
動
等
で
あ
る
。
活

動
一
年
目
は
、
下
曽
我
の
魅

力
を
ど
う
伝
え
る
か
試
行
錯

誤
し
つ
つ
、
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
作
成
、
英
文
Ｈ

Ｐ
制
作
に
挑
戦
し
た
。
活
動

中
に
は
困
難
な
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
一
か
ら
築
く
楽
し
さ

を
感
じ
た
。
何
よ
り
メ
ン

バ
ー
が
積
極
性
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

様
々
な
学
科
の
学
生
が
集

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
幅

広
い
提
案
や
意
見
が
寄
せ
ら

れ
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
た
。
小
田

原
市
役
所
の
方
々
の
支
援
を

は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々

に
支
え
ら
れ
活
動
し
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
と
と

も
に
、
活
動
の
一
つ
ひ
と
つ

が
貴
重
な
経
験
と
な
っ
た
。

(

歴
文
　
瀧
谷
珠
里)

曽
我
の
傘
焼
き
ま
つ
り

曽
我
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

活
動
報
告

曽
我
の
里
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト  

活
動
報
告

　
去
る
四
月
末
、
私
の
所
属

す
る
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
石

井
研
究
室
に
て
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
端
末
の
シ
ェ
ア
が
世

界
ト
ッ
プ
で
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
、

G
alaxy

と
の
企
画
イ
ベ
ン

ト
を
原
宿
に
て
実
施
し
た
。

前
半
は
会
場
で
あ
るG

alaxy Show
case

で
のV

R

体
験
、

後
半
は
在
学
生
に
よ
る
、

G
alaxy

端
末“

N
ote 8

”

を

活
用
し
て
、
女
子
大
生
の
日

常
を
題
材
に
「
昨
日
の
わ
た

し
に
さ
よ
な
ら
」
を
テ
ー
マ

に
大
学
内
や
原
宿
で
撮
影
、

作
成
し
た
写
真
＆
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
展
を
行
っ
た
。

大
学
生
の
視
点
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
日
常
生
活
で
感
じ

た
物
事
を
視
覚
化
す
る
事
に

こ
だ
わ
っ
た
。

　
世
界
規
模
で
事
業
を
行
う

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
緊
張
感
に
溢

れ
と
て
も
刺
激
的
だ
っ
た
。

ま
た
、
私
自
身
も
初
め
て
の

V
R

体
験
だ
っ
た
が
、
未
来

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
体
感
す

る
こ
と
が
出
来
、
と
て
も
良

い
経
験
に
な
っ
た
。
今
年
の

「G
alaxy Show

case

」
は
原

宿
のBA

N
K

 
G

ALLERY

に
て
九
月
中
旬
ま
で
開
催
し

て
い
る
。
皆
さ
ん
も
是
非
足

を
運
ん
で
ほ
し
い
。

(
環
境 

有
本
彩
子)

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
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学
生
考
案
商
品
を
限
定
発
売

学
生
考
案
商
品
を
限
定
発
売

昭
和
女
子
大
学 ×

 

沖
縄
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

　
本
学
と
沖
縄
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト
の
共
同
企
画
『
島
の

い
い
も
の
見
つ
け
た
！
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
』
へ
の
参
加
は
、

私
に
と
っ
て
ひ
と
き
わ
感
慨

深
い
も
の
に
な
っ
た
。
こ
の

企
画
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
た
時
、
私
は
昭
和
ボ
ス
ト

ン
に
留
学
し
て
い
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
三
〇

名
の
学
生
が
参
加
し
て
お

り
、
そ
の
中
に
は
留
学
中
の

学
生
も
多
数
い
た
た
め
、
商

品
企
画
の
テ
レ
ビ
会
議
は
国

境
を
越
え
、
そ
し
て
昼
夜
を

問
わ
ず
行
わ
れ
た
。
だ
が
、

距
離
が
あ
る
が
ゆ
え
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
エ
ラ
ー

も
生
じ
、
途
中
で
く
じ
け
そ

う
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
問
題
に
も
、
学

生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
沖

縄
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
や
、
み

な
と
食
品
、
伊
藤
忠
プ
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
の
方
々
な
ど
、
参

加
者
全
員
の
協
力
を
得
て
、

無
事
に
「
肉
巻
お
む
す
び

（
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
風
味
）」、

「
石
垣
和
牛
と
パ
パ
イ
ヤ
の

ペ
ペ
ロ
ン
チ
ー
ノ
」
、
そ
し
て

「
紅
芋
シ
ュ
ー
」
を
開
発
・

販
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

企
業
と
連
携
し
て
行
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
通
し
て
、
私
た

ち
は
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
過

程
を
実
践
的
に

学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
。
こ
の
経

験
を
今
後
の
学

生
生
活
、
就
職

活
動
に
活
か
し

て
い
き
た
い
。

(

ビ
ジ
ネ
ス

佐
藤 

碧)

〔H30.1〕

〔H30.2〕

〔H30.5〕〔H30.7〕

〔H30.5〕

hakuho-do

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

化
粧
筆

今年のトレンドは、きらきら！

東
風
上
先
生
に
よ
る
実
演
。

モ
デ
ル
は
現
代
矢
野
さ
ん

　
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学
科

浅
田
ゼ
ミ
で
は
、
昨
年
秋
よ

り
化
粧
筆
メ
ー
カ
ー
、
株
式

会
社
白
鳳
堂
様
の
ご
協
力
で

二
種
類
の
化
粧
ポ
ー
チ
・
化

粧
筆
セ
ッ
ト
を
開
発
。

　
こ
の
度
、
シ
ョ
ッ
プ
プ
レ

リ
ュ
ー
ド
で
の
販
売
が
決
定

し
、
そ
の
販
売
促
進
活
動
の

一
環
と
し
て
一
五
日
に
発
売

記
念
イ
ベ
ン
ト
「h

a
k
u
h
o
-

d
o

化
粧
筆
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
た
（
協

賛
：
株
式
会
社
白
鳳
堂
、
株

式
会
社
資
生
堂
）
。

　
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
で
あ
る
東
風
上
尚
江
先

生
を
お
招
き
し
、
化
粧
筆
の

魅
力
や
メ
イ
ク
の
ト
レ
ン
ド

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
。
事
前
に
募
集
し
た
学
生

五
〇
名
は
受
付
開
始
後
、
あ

っ
と
い
う
間
に
満
員
と
な
っ

た
。
ゼ
ミ
生
に
と
っ
て
お
客

様
と
し
て
学
生
の
み
な
さ
ん

を
お
迎
え
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
は
初
め
て
の
試
み
で
あ

り
不
安
も
あ
っ
た
が
、
当
日

は
大
盛
況
と
な
り
満
足
し
て

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
貴
重
な
経
験

を
活
か
し
て
今
後
も
ゼ
ミ
生

一
丸
と
な
り
、
努
力
を
重
ね

て
い
き
た
い
。
　
　

(

ビ
ジ
ネ
ス
　
伊
藤
杏
佳)
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ベ
ト
ナ
ム
の
世
界
遺
産
ホ

イ
ア
ン
は
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
の
港
市
と
し
て
、
古
く
か

ら
各
国
商
船
が
寄
港
し
た
。

こ
の
ホ
イ
ア
ン
の
海
上
に

ク
ー
ラ
オ
チ
ャ
ム
と
い
う
島

が
あ
る
。
九
世
紀
頃
の
ア
ラ

ブ
商
人
の
記
録
に
登
場
し
、

真
水
が
え
ら
れ
る
島
と
い

う
。
そ
の
た
め
、
南
シ
ナ
海

を
往
来
す
る
各
国
商
船
が
投

錨
し
た
の
だ
ろ
う
。
一
六
一

七
年
に
は
三
浦
按
針
こ
と
、

ウ
イ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
が

来
島
し
て
い
る
。

　
今
夏
、
こ
の
島
の
歴
史
を

解
明
す
る
た
め
、
本
学
の
協

定
校
で
あ
る
ハ
ノ
イ
国
家
大

学
と
歴
史
文
化
学
科
の
教

員
・
学
生
が
参
加
し
て
発
掘

調
査
を
実
施
し
た
。
外
国
人

の
学
生
が
島
で
調
査
す
る
の

は
初
め
て
と
い
う
。
島
の
民

家
に
泊
ま
り
、
地
元
の
食
事

を
と
り
な
が
ら
の
調
査
で

あ
っ
た
。

　
ト
レ
ン
チ
か
ら
九
世
紀

前
後
の
イ
ス
ラ
ー
ム
陶
器
や

ガ
ラ
ス
片
な
ど
が
出
土
し

た
。
ア
ラ
ブ
商
人
の
記
録
を

裏
付
け
る
資
料
で
あ
り
、
海

の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
要
衝
で

あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

　
調
査
中
、
ベ
ト
ナ
ム
の
テ

レ
ビ
局
の
密
着
取
材
を
う
け

た
。
特
別
番
組
を
作
る
た
め

と
い
う
。
調
査
は
次
年
度
も

継
続
す
る
予
定
で
あ
る
。

(

歴
文
　
教
授
　
菊
池
誠
一)

歴
史
文
化
学
科
が
協
定
校
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
と

ベ
ト
ナ
ム
の
島
を
発
掘

歴
史
文
化
学
科
が
協
定
校
ハ
ノ
イ
国
家
大
学
と

ベ
ト
ナ
ム
の
島
を
発
掘

発
掘
に
参
加
し
た
教
員
と
学
生
）

（
ク
ー
ラ
オ
チ
ャ
ム
島
で
）

発
掘
の
様
子

(
)

g
ood

!

（The G
lobal O

rganaization 

O
f 

D
ream

ers!
)

 

　
　  

川
村
真
由
さ
ん
帰
国
報
告

留
学
生
ラ
ン
チ
会
開
催

ト
ビ
タ
テ
！ 

留
学
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
日
本
代
表
プ
ロ
グ
ラ
ム
第
五
期
生

初
教

　
私
は
平
成
二
八
年
の
夏
か

ら
、
主
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
ル

ワ
ン
ダ
に
お
い
て
活
動
を

行
っ
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
留
学
の
目
的

は
、
専
門
の
初
等
教
育
学
を

活
か
し
、
教
育
機
関
に
お
い

て
「
栄
養
／
衛
生
や
保
健
に

関
し
て
の
知
識
」の
啓
発
活
動

を
行
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し

か
し
活
動
を
続
け
る
中
で
、

基
礎
教
育
自
体
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
ず
読
み
書
き
計
算

も
ま
ま
な
ら
な
い
児
童
や
ド

ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
す
る
児
童
が

多
数
い
る
厳
し
い
現
状
を

知
っ
た
。
教
育
分
野
だ
け
で

は
な
く
、
貧
困
層
の
経
済
的

自
立
が
な
け
れ
ば
持
続
的
な

開
発
に
は
つ
な
が
ら
な
い
こ

と
を
実
感
し
た
。
ま
た
、
国
連

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
、
ア
フ

リ
カ
の
ル
ワ
ン
ダ
で
活
動
す

る
国
連
機
関
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
、

貧
困
層
の
自
立
と
い
う
課
題

は
後
発
開
発
途
上
国
に
お
け

る
共
通
の
課
題
で
あ
る
こ
と

　
六
月
九
日
（
土
）
に
毎
年
恒

例
と
な
っ
た
学
報
委
員
会
主

催
の
国
際
交
流
ラ
ン
チ
会
を

開
催
し
、
中
国
、
台
湾
、
ア
メ

リ
カ
の
交
換
留
学
生
三
人
が

参
加
し
た
。
長
野
県
の
郷
土

料
理
の
お
や
き
と
カ
ブ
の
味

噌
汁
、
一
年
の
折
返
し
で
あ

る
六
月
三
〇
日
に
無
病
息
災

を
祈
念
し
て
食
べ
ら
れ
て
い

る
京
の
和
菓
子
「
水
無
月
」
を

提
供
し
た
。「
お
や
き
」は
、
予

め
用
意
し
た
茄
子
の
味
噌
炒

め
や
、
野
沢
菜
漬
な
ど
好
き

な
具
を
参
加
者
に
包
ん
で
も

ら
い
焼
き
上
げ
た
。
少
し
焦

が
し
て
し
ま
っ
た
が
好
評

だ
っ
た
。
水
無
月
は
、
も
っ
ち

り
と
し
た
食
感
に
控
え
め
の

甘
さ
が
食
後
に
は
最
適
だ
っ

た
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
カ
メ
ラ

の
チ
ェ
キ

を

使

い
、

留
学
生
と

写
真
を
撮

っ
た
。
パ
チ

っ
と
ボ
タ

ン
を
押
し

た
直
後
に

カ
メ
ラ
か
ら
現
像
さ
れ
て
出

て
く
る
写
真
に
留
学
生
は
驚

き
と
興
奮
を
隠
せ
ず
歓
声
が

あ
が
り
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。
献
立
や
材
料
の
買
い
出

し
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
な
ど
、
短

い
準
備
期
間
だ
っ
た
が
、
昨

年
の
経
験
を
生
か
し
て
円
滑

に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

次
回
は
、
さ
ら
に
留
学
生
が

一
緒
に
参
加
き
る
よ
う
な
内

容
に
し
た
い
。

（
学
報
委
員
　
松
山
凪
沙
）

が
わ
か
っ
た
。

　
今
後
は
、
そ
う
し
た
問
題

の
解
決
を
目
指
す
組
織
で
の

イ
ン
タ
ー
ン
を
行
う
と
共
に
、

イ
ン
ド
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
に
通
う
つ
も
り
だ
。
将
来

的
に
は
、
英
国
の
大
学
院
で

教
育
開
発
と
国
際
経
済
学
を

学
び
、
国
際
金
融
公
社
で
、

貧
困
層
を
巻
き
込
ん
だ
イ
ン

ク
ル
ー
シ
ブ
ビ
ジ
ネ
ス
を
通

し
た
戦
略
的
な
教
育
開
発
の

在
り
方
を
研
究
し
た
い
。
ま

た
、
教
育
分
野
で
の
大
き
な

政
策
決
定
に
関
わ
る
こ
と
が

で
き
る
国
連
で
働
く
こ
と
も

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
留
学
を
通
じ
、
曖
昧
だ
っ

た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
が
明
確

に
な
っ
た
。
こ
の
経
験
が
今

後
の
人
生
で
財
産
と
な
る
こ

と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

（
初
教
　
川
村
真
由)

ル
ワ
ン
ダ
で

(
)

日
中
韓
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

日
中
韓
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

Asian Women’s  Leadership Program
Asian Women’s  Leadership Program

〔H30.1〕

〔H29.10〕

〔H29.11〕

〔H29.12〕
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毎
日
女
流
書
展
が
六
月
に

福
岡
県
立
美
術
館
で
開
催
さ

れ
、
塚
田
さ
ん
が
毎
日
賞
を

初
受
賞
し
た
。
納
得
す
る
ま

で
練
習
を
重
ね
、
書
き
上
げ

た
作
品
で
の
受
賞
で
あ
る
。

関
野
さ
ん
は
秀
作
賞
を
連
続

受
賞
、
神
山
さ
ん
、
須
藤
さ

ん
は
初
出
品
で
の
秀
作
賞
受

賞
で
あ
る
。
努
力
の
成
果
を

称
え
た
い
。
今
年
書
道
部
に

は
一
〇
名
入
部
し
、
総
員
二

八
名
と
な
っ
た
。
更
な
る
活

躍
を
期
待
し
た
い
。

佳
作
賞

　
加
藤
　
愛
望
　
健
康
四
年

　
仲
川
　
琴
香
　
福
祉
四
年

　
田
名
　
桃
子
　
日
文
三
年

　
比
嘉
　
笑
　
　
管
理
二
年

入
　
選

　
城
宝
　
麻
里
　
初
教
三
十
年
卒

　
依
田
麻
友
子
　
ビ
ジ
三
年

　　
唐
國
わ
か
な
　
環
境
三
年

　
森
田
　
彩
音
　
環
境
三
年

　
中
山
　
悠
那
　
歴
文
二
年

　
地
田
　
初
音
　
心
理
二
年

　
野
澤
　
綾
香
　
現
代
二
年

　
島
田
茉
佑
子
　
管
理
二
年

　
高
野
　
真
衣
　
安
全
二
年

秀
作
賞　

関
野  

麻
友 

（
管
理
四
年
）　

創
作「
千
丈
歸
心
詩
巻
裏
一
襟
豪
氣
酒
盃
間
」（
半
切
）

毎
日
賞　

塚
田  

桃
加 

（
日
文
三
年
）　　

臨
書　【
黄
州
寒
食
詩
巻
跋
】「
東
坡
此
詩
似
李
太
白
猶
恐
太
白
有
未
到
處
」（
半
切
）

日
米
の
学
生
で
考
え
る
女
性
活
躍

日
米
の
学
生
で
考
え
る
女
性
活
躍

「
女
子
大
学
の
歴
史
と
役
割
」
を
発
表
し
優

   

勝
し
た
グ
ル
ー
プ

発
表
直
前
ま
で
議
論
す
る
日
米
の
学
生
た
ち

　
五
月
一
九
日
（
土
）
、
コ
ロ

ラ
ド
大
学
ボ
ル
ダ
ー
校
の
学

生
と
ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
学

科
、英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
、
国
際
学
科
の
学
生

が
女
性
活
躍
に
関
す
る
英
語

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
日
米
の
学
生
混
合

で
六
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
女

性
労
働
や
女
子
大
学
の
役
割

な
ど
の
サ
ブ
テ
ー
マ
に
つ
い

て
春
休
み
中
か
ら
連
絡
を
取

り
合
い
準
備
を
行
っ
て
き

た
。
私
た
ち
の
チ
ー
ム
は

コ
ー
ズ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

女
性
の
活
躍
を
関
連
さ
せ
日

米
比
較
を
行
っ
た
。
コ
ー
ズ

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、
製

品
の
売
り
上
げ
の
一
部
を
社

会
問
題
解
決
に
活
用
す
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
手
法
で

あ
る
。
調
べ
て
い
く
う
ち
に

日
本
企
業
は
コ
ー
ズ
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
を
被
災
地
復
興
な

ど
に
取
り
入
れ
る
の
が
得
意

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
分

か
っ
た
。
し
か
し
、
女
性
の
生

き
方
や
女
性
活
躍
の
よ
う
な

個
人
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

問
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
ア
メ

リ
カ
と
比
較
し
て
も
遅
れ
を

と
っ
て
お
り
、
今
後
の
日
本

の
課
題
で
あ
る
と
感
じ
た
。

(

ビ
ジ
ネ
ス 

飯
島
永
梨
香)

　
私
達
は
昨
年
八
月
六
日
～

一
三
日
に
ク
ロ
ア
チ
ア
共
和

国
で
開
催
さ
れ
た
バ
ト
ン
ト

ワ
リ
ン
グ
第
九
回
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
カ
ッ
プ
に
グ
ル

ー
プ
種
目
で
出
場
し
、
第
三

位
と
い
う
成
績
を
収
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
大
会
は
、
一
九

ヵ
国
か
ら
約
千
人
の
選
手
が

参
加
し
、
個
人
と
団
体
種
目

　
　
　 

に
分
か
れ
て
競
わ

 
　
　 

 

れ
る
。
日
本
代
表
と

　
　
　 
し
て
約
二
〇
〇
名

　
　
　 
が
参
加
し
、
こ
れ
ま

　
　
　 

で
の
最
多
出
場
と

 
 
 
 
 
 
 

な
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 

　
私
達
が
出
場
し

 
 
 
 
 
 
 

た
ア
ー
テ
ィ
ス
テ

 
 
 
 
 
 
 

ィ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ

 
 
 
 
 
 
 

は
、
日
本
初
参
加
と

 
 
 
 
 
 
 

い
う
こ
と
も
あ
り
、

 
 
 
 
 
 
 

各
方
面
か
ら
大
き

 
 
 
 
 
 
 

な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
演
技

前
は
大
変
緊
張
し
て
い
た
が
、

日
本
大
会
と
は
異
な
る
観
客

か
ら
の
大
声
援
に
負
け
な
い

演
技
を
し
よ
う
と
考
え
た
こ

と
で
、
か
え
っ
て
楽
し
ん
で

踊
る
こ
と
が
で
き
た
。
グ
ル

ー
プ
一
一
人
は
一
つ
の
目
標

の
も
と
、
大
会
直
前
ま
で
充

実
し
た
練
習
を
重
ね
て
き
た
。

世
界
大
会
を
、
信
じ
合
え
る

素
晴
ら
し
い
仲
間
と
共
に
参

加
で
き
た
こ
と
は
大
変
幸
せ

で
あ
っ
た
。
夢
だ
っ
た
世
界

の
舞
台
で
、
堂
々
と
演
技
で

き
た
こ
と
は
、
自
信
に
つ
な

が
っ
た
。
既
に
次
の
大
会
が

迫
っ
て
い
る
。
一
層
の
努
力

を
続
け
て
い
き
た
い
。

 
 
 
 
 
 
(

歴
文
　
中
島
香
歩
・

初
教
　
梅
戸
香
織
）

中
島
さ
ん
、
　
　 

梅
戸
さ
ん

バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
で
世
界
大
会
出
場

日
本
代
表
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た
梅
戸
さ
ん（
右
）と

中
島
さ
ん（
左
）

歴
文

初
教

ＳＴＵＤＥＮＴＳ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＹＥＡＲ　2017ＳＴＵＤＥＮＴＳ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＹＥＡＲ　2017
　年度末理事長･総長、学長講話に続き｢STUDENTS  OF THE YEAR  
2017」の表彰式が創立者記念講堂で行われた。平成22年度にスタート

し今年8回目を迎える同賞は、学生の活躍や社会貢献活動を顕彰す

るもので、今年度は、2名が受賞した。

◆ビジネス　和田海月
トビタテ！留学JAPAN 第４期生として、イギリス及びデンマークへ留学し、北欧での女
性の働き方について調査を行った。また、その経験を活かし、留学仲間とともにJSIE 主
催、Google Japan, Temple University Japan ICAS. 米日財団協力、在日米国商工会議所、
日本医療政策機構後援のWISE 2017 サマープログラム「情熱とアイディアをカタチに」
において最優秀賞を受賞した。

◆初教　川村真由
トビタテ！留学JAPAN 第５期生として、カンボジアの初等教育現場に飛び込み、課題を
探り、その後、国連プログラムに合格しアフリカのルワンダにて発展途上国の教育の現
状を視察した。帰国後は、その経験を学内にて広く講演することで、学生のグローバル
意識の啓蒙に寄与した。

日
文   

横
井
さ
ん
の
作
品
が  

東
京
メ
ト
ロ
文
学
館 

優
秀
作
品
に

日
文   

横
井
さ
ん
の
作
品
が  

東
京
メ
ト
ロ
文
学
館 

優
秀
作
品
に

370字1月25日〆

掲
出
さ
れ
る
ポ
ス
タ
ー
を
手
に
す
る
横
井
さ
ん

　
「
東
京
で
感
じ
る
あ
な
た

の
心
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
京

メ
ト
ロ
文
化
財
団
が
詩
を
募

集
し
、
優
秀
作
品
を
電
車
内

に
掲
出
す
る
「
東
京
メ
ト
ロ

文
学
館
」
。
第
二
六
回
と
な

る
今
回
は
、
応
募
総
数
四
八

七
編
と
、
大
変
な
数
の
作
品

の
中
か
ら
二
〇
編
の
入
選
作

品
と
六
編
の
優
秀
作
品
が
選

ば
れ
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と

に
、
私
の
作
品
「
ス
ト
ー
ブ

の
匂
い
」
が
優
秀
作
品
に
選

ば
れ
た
。

　
元
々
、
児
童
向
け
の
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
作
品
を
書
く
こ
と

が
趣
味
な
の
だ
が
、
た

ま
に
は
違
う
ジ
ャ
ン
ル

に
挑
戦
し
て
み
よ
う
と

思
い
立
ち
、
偶
然
、
電

車
の
吊
り
広
告
に
詩
の

募
集
を
見
つ
け
た
の
が

応
募
の
き
っ
か
け
で

あ
っ
た
。

　
一
度
目
の
応
募
で

は
、
「
ス
ー
ツ
」
と
い

う
詩
で
入
選
し
た
も
の

の
二
度
目
は
落
選
、
三

度
目
で
優
秀
作
品
に
選
ん
で

い
た
だ
い
た
。

　
こ
の
「
ス
ト
ー
ブ
の
匂

い
」
と
い
う
詩
は
、
七
号
館

七
階
の
教
室
か
ら
見
た
五
限

後
の
学
園
の
雰
囲
気
を
元
に

書
い
た
作
品
で
あ
る
。
優
秀

作
品
は
、
東
京
メ
ト
ロ
の
電

車
内
に
三
ヵ
月
ほ
ど
掲
出
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
嬉
し
い
な
が
ら
も

少
々
気
恥
ず
か
し
さ
も
感
じ

て
い
る
。

　
こ
の
記
事
を
お
読
み
に

な
っ
た
ど
な
た
か
が
、
七
号

館
七
階
や
、
電
車
の
吊
り
広

告
で
、
私
の
作
品
を
思
い
出

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
と
て

も
嬉
し
い
。

(

日
文
　
横
井
佳
奈)

書
道
部  

塚
田
さ
ん

第
四
二
回 

毎
日
女
流
書
展
で
毎
日
賞
受
賞

昭 和 学 報 （昭和女子大学発行）平 成 3 0 年 9 月 １ 日 （10 ）第 6 2 4号

〔H30.1〕

〔H30.3〕

〔H30.3〕

秀
作
賞　

須
藤  
　
愛 （
環
境
二
年
）

創
作「
玉
不
磨
無
光
」（
半
切
）

秀
作
賞　

神
山  

朋
花 （
日
文
二
年
）

臨
書【
行
書
詩
賛
巻
】「
悍
其
目
皤
其
腹
眇
帝
之
矚
不
盈
其
欲
」（
半
切
）
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キ
ャ
リ
ア・イ
ン
カ
レ
２
０
１
７
準
決
勝
に
進
出

キ
ャ
リ
ア・イ
ン
カ
レ
２
０
１
７
準
決
勝
に
進
出

ビ
ジ
ネ
ス
学
生
有
志
が

　
株
式
会
社
マ
イ
ナ
ビ
とM

Y

FUTURE CAMPUS

が
運
営
・
主

催
す
る
国
内
最
大
規
模
の
大

学
生
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

「
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
カ
レ
２
０
１

７
」（
全
国
か
ら
一
〇
二
六
名
、
二

〇
四
チ
ー
ム
が
参
加
）
の
準
決
勝

が
一
二
月
一
〇
日(

日)

に
、
東

京
都
千
代
田
区
の
マ
イ
ナ
ビ

本
社
に
て
開
催
さ
れ
た
。
今

年
度
の
大
テ
ー
マ
は
、「N

ew
W

ay,N
ew

Life

」で
、
参
加

五
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
小

テ
ー
マ
を
設
定
す
る
仕

組
み
。
今
回
は
ビ
ジ
ネ

ス
デ
ザ
イ
ン
学
科
今
井

章
子
ゼ
ミ
の
伊
藤
誉
、

内
山
綾
、
湯
浅
茉
実
子

の
三
人
の
チ
ー
ム
が
準

決
勝
に
進
出
し
た
。
私

た
ち
が
参
加
し
た
野
村

総
合
研
究
所
（
Ｎ
Ｒ
Ｉ
）

の
テ
ー
マ
は
、「
世
の
中

に
あ
る
デ
ー
タ
と
Ｎ
Ｒ

Ｉ
の
強
み
を
使
っ
て
、

社
会
を
豊
か
に
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
を
考
え
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う
も
の
。
準
備
は

夏
休
み
前
か
ら
始
め
、
先
生

方
に
ご
指
導
し
て
い
た
だ

き
、
準
決
勝
に
出
場
し
た
四

〇
チ
ー
ム
に
残
る
こ
と
が
で

き
た
。
決
勝
の
五
チ
ー
ム
に

は
残
れ
な
か
っ
た
が
、
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ン
を
考
え
る
こ
と

の
難
し
さ
や
、
社
会
が
抱
え

る
様
々
な
問
題
な
ど
を
深
く

知
り
解
決
方
法
を
考
え
る
良

い
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
こ

の
よ
う
な
知
識
や
経
験
を
、

三
月
か
ら
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
す
る
就
職
活
動
や
、
大
学

生
活
の
集
大
成
で
あ
る
卒

業
論
文
で
活
か
し
て
い
き
た

い
。

(

ビ
ジ
ネ
ス
　
湯
浅
茉
実
子)

(
)

(
)

「
知
的
財
産
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
」大
会
で
三
位
入
賞

「
知
的
財
産
を
活
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
」大
会
で
三
位
入
賞

　
一
一
月
二
二
日
に
昭
和
信

用
金
庫
で
行
わ
れ
た
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
本
学
が

三
位
に
入
賞
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
企

業
等
が
保
有
す
る
開
放
特
許

の
活
用
を
目
的
に
学
生
に
そ

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
る
も
の

で
、
私
た
ち
の
テ
ー
マ
は
、

「
富
士
通
特
許
を
利
用
し
た

新
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
」
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、

「
顔
画
像
か
ら
の
脈
拍
計
測

技
術
を
利
用
し
た
乳
幼
児
健

康
管
理
」
を
提
案
し
た
。
カ

メ
ラ
で
顔
を
映
し
、
血
液
の

輝
度
を
利
用
し
て
脈
拍
を
測

る
と
い
う
富
士
通
の
技
術

を
、
乳
幼
児
の
健
康
管
理
に

活
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
保

育
園
で
は
、
乳
幼
児
突
然
死

症
候
群(

S
I
D
S
)

対
策
に
多
大

な
る
労
力
を
注
い
で
い
る
こ

と
に
着
目
し
、
そ
の
問
題
を

軽
減
す
る
た
め
に
こ
の
ビ
ジ

ネ
ス
を
提
案
し
た
。

　
保
育
園
を
訪
れ
、
現
場
の

様
子
を
見
る
こ
と
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
経
験
だ
っ
た
。
ま

た
、
数
多
く
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
や
発
表
の
実
践
で
、
ビ
ジ

ネ
ス
で
活
か
せ
る
商
品
開
発

の
流
れ
や
プ
レ
ゼ
ン
ス
キ
ル

を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
た
。

(

ビ
ジ
ネ
ス
　
髙
橋
　
玲)

〔H29.11〕

〔H30.2〕〔H30.2〕

〔H29.10〕

　
今
年
で
七
回
目
を
迎
え
る

女
川
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
は
九

月
一
一
日
か
ら
四
泊
五
日
で

二
九
名
の
学
生
が
活
動
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き
参
加
し
た

私
が
今
回
リ
ー
ダ
を
務
め
、

目
標
を
「
感
じ
る
・
学
ぶ
・

伝
え
る
」
と
し
た
。
交
流
し

た
地
域
の
方
の
中
に
は
、
覚

え
て
い
て
く
だ
さ
る
方
も
お

り
、
自
分
が
来
た
だ
け
で
も

喜
ん
で
く
だ
さ
る
方
や
、
活

動
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方

の
存
在
に
、
心
が
温
か
く

な
っ
た
。
継
続
し
て
同
地
を

訪
れ
る
こ
と
で
、
復
興
の
進

み
具
合
や
町
の
変
化
が
感
じ

ら
れ
、
継
続
の
重
要
性
を
感

じ
た
。

　
東
京
で
の
学
生
生
活
の
中

で
も
、
自
分
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
、
今
後
も
参
加
者
全

員
で
女
川
町
と
世
田
谷
を
つ

な
ぐ
「
架
け
橋
」
に
な
っ
て

い
き
た
い
。

(

Ｅ
Ｎ
Ｖ
Ｏ
　
原
田
萌
々
香)

し
た
。
自
然
の
中
で
ゆ
っ
た

り
と
過
ご
し
た
二
日
間
は
、

時
間
に
対
す
る
考
え
を
は
じ

め
、
多
様
な
考
え
方
に
出
会

う
二
日
間
と
な
っ
た
。

　
今
後
は
私
が
感
じ
た
伊
那

の
魅
力
を
多
く
の
人
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
、
伊
那
と
世
田

谷
を
結
ぶ
活
動
を
し
て
い
き

た
い
。

(

Ｅ
Ｎ
Ｖ
Ｏ
　
佐
久
間
彩
子)

レ
ッ
ジ
で
一
泊
し
た
際
は
、畑

仕
事
を
中
心
に
薪
割
り
や
藍

染
、
パ
ン
作
り
な
ど
を
体
験

　
九
月
一
日
～
五
日
に
実
施

し
た
伊
那
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

は
、
今
年
で
五
回
目
と
な
る
。

は
じ
め
て
参
加
し
た
私
の
参

加
理
由
は
、
い
つ
も
の
場
所

を
離
れ
、
新
し
い
人
や
場
所
、

価
値
観
と
出
会
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

「
高
遠
の
町
ぶ
ら
り
」
で
は

伊
那
の
歴
史
を
現
地
で
学
び
、

地
元
の
方
と
の
会
話
で
人
々

の
温
か
さ
に
触
れ
た
。
学
校

に
馴
染
め
な
い
子
ど
も
と
自

給
自
足
を
目
指
し
て
生
活
し

て
い
る
フ
リ
ー
キ
ッ
ズ
ヴ
ィ

◆
東
日
本
大
震
災
被
災
地
の
人
び
と
に
学
ぶ
女
川
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

◆
都
市
と
農
村
を
結
ぶ 

伊
那
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

Ｖ
Ｎ
Ｅ

Ｏ（

）

 ―
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厚
生
労
働
省「
女
性
の
健
康
週
間
イ
ベ
ン
ト
」を
本
学
で
開
催

右
か
ら
、
大
須
賀
穣
東
京
大
学
医
学

系
研
究
科
産
婦
人
科
学
講
座
教
授
・

安
座
間
美
優
氏
（
モ
デ
ル
・
女
優
）・

高
木
美
智
代
厚
生
労
働
副
大
臣
・

坂
東
眞
理
子
理
事
長
・
総
長

右
か
ら
、
本
学
小
川
睦
美
教
授
・

安
座
間
美
優
氏
・
大
須
賀
穣
氏
・

知
念
希
和
厚
生
労
働
省
健
康
局
健

康
課
女
性
の
健
康
推
進
室
長

　
三
月
一
日
、
オ
ー
ロ
ラ

ホ
ー
ル
に
て
女
性
の
健
康
週

間
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
れ
は
厚
生
労
働
省
が

毎
年
こ
の
時
期
に
、
女
性
が

生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
明
る

く
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

す
こ
と
を
目
的
と
し
、
一
〇

年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
こ

れ
か
ら
就
職
や
育
児
な
ど
を

控
え
て
い
る
女
子
高
生
や
女

子
大
生
と
い
っ
た
若
年
女
性

に
向
け
た
も
の
で
あ
り
、
こ

の
時
期
の
特
徴
で
も
あ
る

「
痩
せ
」
に
焦
点
が
置
か
れ

て
い
た
。
現
在
、
若
年
女
性

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
摂
取
量
は
、

終
戦
直
後
よ
り
少
な
い
状
況

で
あ
る
。
痩
せ
に
よ
っ
て
自

身
に
起
こ
り
う
る
月
経
異

常
・
骨
密
度
低
下
な
ど
の
健

康
問
題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
今
の
自
分
自
身
の
健
康

状
態
が
妊
娠
・
出
産
時
を
通

じ
て
後
に
子
ど
も
に
も
影
響

を
与
え
る
こ
と
を
大
須
賀
穣

先
生
が
お
話
し
し
て
く
だ
さ

り
、
歳
を
重
ね
て
か
ら
健
康

意
識
を
持
つ
の
で
は
な
く
、

若
い
時
期
か
ら
女
性
が
健
康

で
い
続
け
る
こ
と
の
重
要
性

を
再
認
識
し
た
。

(

院
科 

藤
本
芽
久
美)

　
七
月
一
八
日(

水)

、「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

っ
て
な
に
？―

Ｘ
ジ
ェ
ン
ダ

ー
を
通
し
て
み
る
性
別
二
元

論
と
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」―

」
を
開

催
、
学
生
、
教
職
員
な
ど
一

一
五
名
が
参
加
し
た
。

　
講
師
の
一
橋
大
学
社
会
学

研
究
科
専
任
講
師
デ
ー
ル
・

ソ
ン
ヤ
氏
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
生
ま
れ
、
ノ
ル
ウ
ェ
イ

の
高
校
を
卒
業
し
、
大
学
は

イ
ギ
リ
ス
で
哲
学
を
学
び
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ス
タ
デ
ィ
ー

ズ
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
に
留

学
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
修
士
号

を
取
得
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

博
士
号
を
日
本
で
取
得
し
て

い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
国
で
教

育
を
受
け
た「
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
」で
あ
る
。
博
士
号
は
、「
Ｘ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
」に
関
す
る
研
究

で
取
得
し
て
お
り
、
講
演
は

Ｘ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
歴
史
か
ら

始
ま
り
、
研
究
調
査
か
ら
得

た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
基
に

次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
っ

た
。
Ｘ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う

言
葉
は
日
本
で
し
か
使
わ
れ

て
お
ら
ず
、
一
九
九
〇
年
代

後
半
、
関
西
の
ク
ィ
ア
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
登
場
し
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
広
が
っ
た
。
Ｘ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
は
、
両
性

(

男

性
・
女
性
の
ど
ち
ら
で
も
あ

る
と
自
認
し
て
い
る)

、中
性

（
男
性
・
女
性
の
あ
い
だ
で

あ
る
と
自
認
し
て
い
る
）
、

無
性
（
男
性
・
女
性
ど
ち
ら

で
も
な
い
と
自
認
し
て
い
る
）

の
三
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
聞

き
取
り
調
査
の
結
果
に
よ
れ

ば
、
Ｘ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
は
、

性
別
二
元
論
へ
の
反
乱
と
し

て
、
サ
バ
イ
バ
ル
と
し
て
、

個
人
差
と
し
て
、
自
分
探
し

と
し
て
な
ど
各
人
に
と
っ
て

違
う
意
味
を
持
っ
て
は
い
る

が
、
自
分
で
あ
る
た
め
に
Ｘ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
言
葉
が

あ
る
程
度
必
要
だ
っ
た
と
い

う
。「
自
分
で
あ
る
」
と
は
、

あ
り
の
ま
ま
の
存
在
が
認
め

ら
れ
、
自
分
の
居
場
所
を
見

つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
性
別

に
関
係
な
く
人
は
、
同
じ
機

会
を
持
ち
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の

役
割
か
ら
の
解
放
が
な
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
講
演
後
の
質
疑

応
答
で
は
、
学
生
か
ら
次
々

に
手
が
挙
が
り
、「
固
定
観
念

を
変
え
ず
、
Ｘ
ジ
ェ
ン
ダ
ー

を
認
め
て
く
れ
な
い
人
に
は

ど
う
説
明
し
た
ら
よ
い
か
」、

「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た

ら
、ど
う
接
し
た
ら
よ
い
か
」

な
ど
の
質
問
が
あ
り
、
活
発

な
意
見
交
換
が
さ
れ
た
。「
男

性
」
・
「
女
性
」
は
こ
う
あ
る

べ
き
だ
、
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ

イ
プ
の
考
え
方
が
根
強
く
、

そ
う
で
な
い
と
自
分
は
変
な

の
か
、
間
違
っ
て
い
る
の
か

と
悩
み
、
自
分
を
責
め
て
生

き
づ
ら
い
人
が
い
る
。
Ｘ
ジ

ェ
ン
ダ
ー
と
い
う
の
も
一
つ

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し

て
、
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
と

め
ら
れ
る
社
会
に
な
っ
て
い

く
に
は
す
べ
て
の
人
が
自
分

を
大
切
に
、
お
互
い
に
理
解

し
、
支
援
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
学
ん
だ
。

（
女
性
文
化
研
究
所
）

厚
生
労
働
省「
女
性
の
健
康
週
間
イ
ベ
ン
ト
」を
本
学
で
開
催

「
急
成
長
す
る
次
世
代
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
文
化
」を
開
催

昭
和
女
子
大
学  

海
外
研
究
者
招
聘
事
業 

海
外
研
究
者
招
聘
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
急
成
長
す
る
次
世
代
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
文
化
」を
開
催

　
一
月
二
四
・
二
五
日
に
海

外
研
究
者
招
聘
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
急
成
長
す
る
次
世
代
の

カ
ン
ボ
ジ
ア
文
化
」
が
開
催

さ
れ
た
。
王
立
プ
ノ
ン
ペ
ン

大
学
外
国
語
学
部
日
本
語
学

科
の
ロ
イ
・
レ
ス
ミ
ー
学
科

長
、
王
立
芸
術
大
学
客
員
教

授
の
山
田
隆
量
氏
、
ソ
ー
シ

ャ
ル
コ
ン
パ
ス
の
中
村
英
誉

氏
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
プ
ノ
ン

ペ
ン
か
ら
招
聘
し
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
っ
た
。

　
会
場
は
満
員
御
礼
で
企
業

関
係
者
、
ト
ヨ
タ
財
団
は
じ

め
財
団
関
係
者
、
国
際
交
流

基
金
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
は
じ

め
公
的
機
関
関
係
者
な
ど
多

く
の
方
々
が
お
見
え
に
な
り
、

立
ち
見
の
心
配
が
あ
っ
た
ほ

ど
で
あ
る
。
同
時
に
学
生

ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
「
カ
ン

ボ
ジ
ア
文
化
展
」
も
王
立
芸

術
大
学
の
絵
画
作
品
や
サ

コ
ー
ペ
ア
ン
（
ヤ
シ
砂
糖
）

の
試
食
、
昆
虫
食
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
国
宝
級
の
カ
ン
ボ
ジ

ア
伝
統
絹
絵
絣
ピ
ダ
ン
展
示

な
ど
あ
り
、
会
場
を
華
や
か

に
盛
り
上
げ
た
。
本
学
に
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
文
化
が
舞
い
降

り
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

(

環
境 

准
教
授 

藤
澤
忠
盛)

昭 和 学 報 （昭和女子大学発行）平 成 3 0 年 9 月 １ 日 （12 ）第 6 2 4号

 「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
っ
て
な
に
？

 ―

Ｘ
ジェン
ダ
ー
を
通
し
て
み
る
性
別
二
元
論
と「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」―

」開
催

第
一
六
〇
回
女
性
文
化
研
究
所
研
究
会

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
っ
て
な
に
？

 ―

Ｘ
ジェン
ダ
ー
を
通
し
て
み
る
性
別
二
元
論
と「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
」―

」開
催

　
六
月
三
〇
日(

土)

、
坂
東

眞
理
子
基
金
第
一
〇
回
「
昭

和
女
子
大
学
女
性
文
化
研
究

賞
」
贈
呈
式
及
び
一
〇
周
年

を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
開
催
さ
れ
た
。 

　
小
夏
の
蒸
し
暑
い
中
で
は

あ
っ
た
が
、
約
一
〇
〇
名
が

来
場
し
た
。
国
会
で
働
き
方

改
革
論
議
の
最
中
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
企
業
で
人
事
関

係
の
仕
事
を
し
て
い
る
方
や

男
女
共
同
参
画
に
関
わ
る
仕

事
を
し
て
い
る
方
な
ど
多
く

の
方
々
が
参
加
し
、
改
め
て
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。

　
贈
呈
式
は
、
坂
東
選
考
委

員
長
の
挨
拶
と
森
委
員
の
選

考
報
告
の
後
、
受
賞
作
『
働

き
方
の
男
女
不
平
等
』(

日

本
経
済
新
聞
出
版
社)

の
著

者
で
あ
る
山
口
一
男
シ
カ
ゴ

大
学
ラ
ル
フ
・
ル
イ
ス
記
念

特
別
社
会
学
教
授
へ
表
彰
状

と
副
賞
が
贈
ら
れ
た
。
続
い

て
「
職
場
の
男
女
不
平
等
を

い
か
に
越
え
る
か
」
と
題
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ

た
。
山
口
氏
の
基
調
講
演
で

は
、O

E
C
D

諸
国
と
比
較
し
た

デ
ー
タ
資
料
を
用
い
て
、
日

本
の
女
性
の
高
度
専
門
職
や

管
理
職
の
割
合
の
低
さ
や
、

働
き
方
改
革
へ
の
イ
ン
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
経
営
が
女
性
の
活
躍
推
進

に
い
か
に
効
果
的
で
あ
る
か

説
明
さ
れ
た
。
特
に
企
業
が
、

女
性
は
育
児
離
職
す
る
も
の

と
決
め
つ
け
て
統
計
的
差
別

を
行
う
こ
と
は
女
性
の
継
続

就
業
意
欲
を
低
め
、
結
果
的
に

離
職
に
至
る
と
い
う
。
ま
た

恒
常
的
に
残
業
で
き
る
か
否

か
で
選
択
し
た
職
業
は
真
の

自
由
意
志
と
は
言
え
な
い
と

説
明
さ
れ
た
。

　
大
沢
真
理
東
京
大
学
・
大

学
執
行
役
・
副
学
長(

第
六
回

受
賞
者)

は
、
経
済
格
差(

貧

困
率
）
が
大
き
い
社
会
で
は

一
般
的
信
頼
が
低
い
。
意
外

に
思
う
か
も
し
れ
な
い
が
日

本
は
低
信
頼
社
会
で
あ
り
、

職
場
の
男
女
不
平
等
が
日
本

社
会
の
貧
困
が
生
ま
れ
る
主

な
場
所
で
あ
る
と
論
じ
た
。

　
浅
倉
む
つ
子
早
稲
田
大
学
大

学
院
法
務
研
究
科
教
授(

第

九
回
受
賞
者)

は
、
法
律
学

の
観
点
か
ら
長
時
間
労
働
と

配
置
転
換
に
応
じ
ら
れ
な
い

社
員
の
判
例
を
用
い
て
、「
こ

の
会
社
で
働
き
た
い
な
ら
男

に
な
ら
な
い
と
だ
め
」
、「
男

性
の
三
倍
以
上
働
か
な
い
と

同
等
に
評
価
さ
れ
な
い
」
な

ど
の
声
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
八
代
尚
宏
本
学
グ
ロ
ー
バ

ル
ビ
ジ
ネ
ス
学
部
長
は
、
企

業
が「
統
計
的
差
別
を
し
な

く
て
も
良
い
」社
会
の
形
成
を

訴
え
た
。
最
後
に
、「
女
性
問

題
と
い
う
も
の
は
な
い
、
あ

る
の
は
男
性
問
題
だ
」と
い
う

言
葉
で
閉
め
く
く
っ
た
。

　
坂
東
所
長
が
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
を
務
め
た
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
最

後
ま
で
白
熱
し
た
議
論
が
交

わ
さ
れ
、
内
容
の
濃
い
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

（
女
性
文
化
研
究
所
）

 「
昭
和
女
子
大
学
女
性
文
化
研
究
賞
」贈
呈
式

 
及
び
一
〇
周
年
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

坂
東
眞
理
子
基
金
第
10
回

「
昭
和
女
子
大
学
女
性
文
化
研
究
賞
」贈
呈
式

 
及
び
一
〇
周
年
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
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第25回

秋桜祭
輝

オープニングセレモニーで
挨拶する岩﨑実行委員長

て
え
終
を
祭
桜
秋

て
え
終
を
祭
桜
秋

　
長
員
委
行
実
祭
桜
秋

衣
佑
﨑
岩

昭和女子大学図書館
昭和創作サークル
初等教育学科 2年B組
初等教育学科 3-B
初等教育学科早川ゼミ
初等教育学科有志
書道部
白川研究室
Sing Song Society
新宿駅模型Project
心理学科 顔のふしぎ研究会
心理学科 心理学研究会
志摩ゼミ
吹奏楽部
杉浦久子研究室

！発開ーュニメ新 ！ioM tse’C
そうだ 歴文、行こう。
総務委員会バザー 
曽我の里プロジェクト
高尾研究室
ダンス部AUBE
チームおむちゃん
CHAWA
2×4で建ててみよう
20's Photo Project
新潟村上竹灯籠プロジェクト
日文プロジェクト　
日本語日本文学科 書道展 
バドミントン部 
原研究室 
バレーボール部
ビジネス 髙木ゼミ
ビジネスデザイン学科 展示
ビジネスデザイン学科 バザー
人見杯英語スピーチコンテスト
百華繚乱
ファッションショー
福祉社会学科
フミオ
文芸部
Belle charme de TSURUOKA
放送研究会
マンドリン・ギタークラブ
民俗学研究会
山田パン工房 
Leaders Academy
理科の実験室
礼法・着付けサークル葵
歴文サロン
ワンダーフォーゲル部

合気道部
愛茗流煎茶道サークル
アカ族の雑貨を売りタイ
アメリカ初等教育演習
Encore
生田流箏曲部
池坊華道部
伊豆大島写真展24/7「キリトル」
1/1workshop 2017 
イラストレーション部
裏千家茶道部
英国文化研究会
英語コミュニケーション学科
海老沢研究室
演劇部
ENVO（学生ボランティアコーディネーター）
大橋研究室
おしるこ隊
おばけやしき by 初教1B
Cacao Angel Project
輝け☆健康「美」プロジェクト 
　　　　　　　Cooking team 
輝け☆健康「美」プロジェクト 
　　　　　　　Report team 
学友会執行部
金子研究室
紙であそぼう！
環境デザイン学科 堀内ゼミ
環境デザイン学科 桃園研究室
Crusta☆
Global Music Club
軽音楽部
けっぱれ！ 東北！！
現代教養 せぬちゃんカフェ
現代ビジネス研究所インバウンド
　　　　ビジネス研究プロジェクト
剣道部
硬式テニス部
光葉同窓会
国際学部シンポジウム
国際学科１年 多文化カフェ
国際貢献クラブ
こしゃって鶴岡
子ども研究会
Sanchart
三茶・笛吹プロジェクト
さんちゃを楽しもう！ プロジェクト
CLA café
ジャパンアニメーション部
手話の輪
春季ヨーロッパ研修
Showa Gleam International

参加団体一覧2017

昭和女子大学クリケットクラブ

各
国

代
表
者

ミス・インターナショナル各国代表と坂東眞理子理事長・総長

一
四
一
名
の
学
生
が
秋
桜
祭
実
行
委
員
と
し
て
活
躍
し
た

昭 和 学 報 （昭和女子大学発行）平 成 3 0 年 9 月 １ 日（ 13 ） 第 6 2 4号
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昭 和 学 報 （昭和女子大学発行）平 成 3 0 年 9 月 １ 日 （14 ）第 6 2 4号

■文化研究講座　　18：15～　

曜日

金

火

木

火

月

木

火

木

火

金

月

火

木

月

火

            公演名等

東京シティ・フィルハーモニック管弦楽団〈1年生限定〉

ウィーン少年合唱団

落語鑑賞会　林家たい平

京劇　湖北省京劇院（中国重点京劇院団）

ロシア・ナショナル管弦楽団

ＡＵＮ Ｊ クラシックオーケストラ

小澤真智子　～旅するヴァイオリン～　南米音楽の夕べ

ディズニー・オン・クラシック ～まほうの夜の音楽会 2018

能・狂言　能「草紙洗小町」狂言「萩大名」

ミュージカル「Our Blue Planet」

山中千尋　ニューヨーク・トリオ

文学朗読の世界　実力のある俳優たちと和洋の演奏家たちが出演

２台のピアノの　“第九”迫昭嘉＆清水和音

ＶＯＣＥＳ ８　～クリスマスコンサート～
奇跡のアカペラと世界が絶賛するロンドン発のヴォーカル・
アンサンブル

映画＆トークセッション「母の道、娘の選択」

開講日

 4月20日

 5月 8日

 5月10日

 6月19日

 6月25日

 6月28日

 7月10日

10月 4日

10月16日

10月19日

11月 5日

11月20日

12月 6日

12月17日

12月18日

平成30年度　文化講座一覧

■女性教養講座

医学博士、心療内科医、日本医科大学特任教授、本学特命教授 海原純子

独立行政法人日本学術振興会顧問
　　　学術情報分析センター所長 安西祐一郎

作家・経済評論家、元国務大臣経済企画庁長官 堺屋太一

料理研究家 土井善晴

本学 理事長・総長 坂東眞理子ほか

立教大学名誉教授　本学客員教授 鳥飼玖美子

自民党筆頭副幹事長　衆議院議員 小泉進次郎

前厚生労働大臣　衆議院議員 塩崎恭久

株式会社 office 3.11 代表取締役 井出留美

東京大学大学院教授 安藤　宏

白鴎大学客員教授　元TBS報道キャスター 下村健一

日本歯科大学名誉教授 丸茂義二

OECD東京センター所長 村上由美子

公益財団法人犬山城白帝文庫理事長 成瀬淳子

女性が元気でいきいき生きるために必要な心と身体の知恵

未来に生きる皆さんへ：AI時代の生活と仕事

『三度目の日本』はあなたたちがつくる

食事とは
国際ジェンダー学会共催シンポジウム　
人間の安全保障と市民社会　ジェンダーの視点から過去を
振り返り未来を見据える 

女性とキャリア

なぜ今「女性活躍」なのか

人生100年時代を生きるあなたたちへ

食品ロスを減らすために私たちにできること

太宰治の女性語りについて（仮題）

情報に踊らされないための《４つのキーワード》

近代食生活のもたらした歯列異常と顎関節症（仮題）

世界経済のメガトレンドと日本

国宝犬山城と生きるということ

4月25日

5月9日

5月23日

5月30日

6月6日

6月20日

7月4日

7月11日

10月17日

10月24日

10月31日

11月7日

（土曜代替日）

11月21日

12月5日

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

水

15:30

15:30

15:30

15:30

15:30

15:30

15:30

15:30

15:30

15:30

15:30

15:30

13:10

15:30

開講日 曜日 時間 講師肩書・講師・演題

な
ぜ
今「
女
性
活
躍
」な
の
か

な
ぜ
今「
女
性
活
躍
」な
の
か

自
民
党
筆
頭
副
幹
事
長
、
衆
議
院
議
員
小
泉
進
次
郎
氏〈必修の学科：英コミ、国際、ビジネス〉

〈1年生限定〉

※開場時刻は、15:00です。（11月7日のみ12:40）

※開場時刻は、17:45です。

ご家族(女性教養講座・文化研究講座）や友人（文化研究講座のみ）の方も座席に余
裕がある場合は、お申込みいただけます。
◎お申込み方法
　◆在学生家族・友人 ： 学生を通じ、学生支援課窓口で購入
　◆同窓生 ： 同窓会（03-3421-7713）
　◆上記以外 ： 創立者記念講堂（03-3411-5120）
詳細は、学生マニュアル、または各窓口でご確認ください。

　
創
立
者
記
念
講
堂
に
て
小

泉
進
次
郎
先
生
に
よ
る
女
性

教
養
講
座
が
開
講
さ
れ
た
。

今
回
の
講
演
で
は
平
成
が
終

わ
り
新
し
い
時
代
が
訪
れ
よ

う
と
し
て
い
る
今
、も
う
「
昭

　
国
際
交
流
課（
Ｃ
Ｉ
Ｅ
）で

は
、
今
年
も
海
外
協
定
校
か

ら
留
学
生
を
招
い
て
行
う
三

週
間
の
多
文
化
協
働
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト（
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）を
実
施

し
た
。
六
月
一
九
日
〜
七
月

九
日
の
日
程
で
行
わ
れ
た
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
五
か

国
一
三
名
の
留
学
生
と
、
延

べ
六
六
名
の
本
学
学
生
が
参

加
し
た
。

 
 SSIP

は
、Japan Stud-

ies

とC
ross-C

ultural 
W

orkshop

（CCW

）の
二
科

目
が
英
語
で
開
講
さ
れ
、
本

学
学
生
が
学
内
で
留
学
生
と

机
を
並
べ
て
英
語
で
自
国
文

化
を
改
め
て
学
ん
だ
り
、
実

践
的
な
学
習
を
す
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　Japan Studies

で
は
伝

統
文
化
・
現
代
文
化
に
つ
い

て
講
義
と
体
験
を
通
じ
て
理

解
を
深
め
る
他
に
、
外
交
問

題
や
地
球
温
暖
化
問
題
な
ど

グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
つ
い

て
も
話
し
合
っ
た
。CC

W

で
は
、
今
年
は
広
告
分
析
を

テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
重
ね
、
最
終
日
は
各
グ

ル
ー
プ
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行
っ
た
。
最
終
週
の

東
明
学
林
で
の
合
宿
で
は
、

寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
発
表

の
準
備
を
し
た
り
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
留
学
生
と
の

交
流
を
深
め
た
り
し
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
運
営
に
か
か
わ
っ

た
多
く
の
教
職
員
・
イ
ン
タ

ー
ン
の
学
生
に
御
礼
を
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
来
年
も

多
く
の
学
生
の
参
加
を
期
待

す
る
。

(

国
際
交
流
課
）

　
文
化
研
究
講
座
「
京
劇
」を

受
講
し
た
。
演
者
は
、
湖
北

省
京
劇
院
、
演
目
は
全
二
幕

の
「
項
羽
と
劉
邦
」
。
日
中
平

和
友
好
条
約
四
〇
周
年
を
記

念
し
た
公
演
で
あ
る
。
幕
が

上
が
る
と
、
極
彩
色
の
衣
装

や
頭
飾
り
が
、
ア
ク
ロ
バ
テ

ィ
ッ
ク
な
動
き
の
た
び
に
揺

れ
、
目
を
奪
わ
れ
る
。
京
胡

や
銅
鑼
な
ど
の
楽
器
に
よ
る

音
楽
に
合
わ
せ
て
台
詞
を
歌

い
上
げ
る
の
だ
が
、
独
特
の

リ
ズ
ム
は
聞
い
て
い
て
と
て

も
心
地
が
良
い
。
ま
た
、音
楽

に
乗
り
な
が
ら
剣
や
盾
を
持

っ
て
戦
う
シ
ー
ン
は
演
者
の

動
き
が
乱
れ
る
こ
と
な
く
、

息
を
飲
ん
だ
。
戦
い
を
ジ
ャ

ン
プ
な
ど
で
表
現
す
る
の
だ

が
、
こ
の
身
体
能
力
の
高
さ

に
も
驚
い
た
。
中
国
の
伝
統

芸
能
で
あ
る
京
劇
の
舞
台
セ

ッ
ト
は
、
机
一
つ
と
椅
子
二

つ
の
「
一
卓
二
椅
」
が
基
本
で

あ
り
、
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル

で
あ
る
。
今
ど
ん
な
場
面
な

の
か
、
な
ど
と
空
想
で
物
語

を
補
填
す
る
楽
し
み
の
あ
る

演
劇
で
あ
る
と
感
じ
た
。
是

非
ま
た
観
劇
し
た
い
。

（
学
報
委
員
　
吉
江
真
耶
）

和
女
子
」
で
は
い
ら

れ
な
い
、
私
た
ち
が

ど
の
よ
う
な
生
き
方

を
し
て
い
く
べ
き
な

の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
話
さ
れ
た
。

本
当
に
自
分
が
や
り

た
い
こ
と
は
何
な
の

か
を
見
極
め
、
周
り

の
評
価
に
合
わ
せ
ず

に
自
分
の
人
生
を
自

分
自
身
で
選
ぶ
と
い

う
「
就
ラ
イ
フ
」の
ス

ス
メ
だ
。
「
就
ラ
イ

フ
」
と
は
、
小
泉
先

生
の
造
語
で
あ
る
が
、「
就
ラ

イ
フ
」の
話
は
、と
て
も
印
象

的
だ
っ
た
。
就
職
活
動
最
中

の
学
生
や
将
来
に
漠
然
と
し

た
不
安
を
抱
く
学
生
も
自

分
の
人
生
を
自
分
の
力
で
、

行
動
す
る
、
こ
の
考
え
方
を

聞
い
て
何
か
変
化
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本

学
の
「
夢
を
実
現
す
る
７
つ

の
力
」に
共
通
す
る
お
話
も

た
く
さ
ん
あ
っ
た
。
小
泉
先

生
は
学
生
の
疑
問
に
も
一
人

ひ
と
り
丁
寧
に
答
え
て
く
だ

さ
り
、
非
常
に
充
実
し
た
時

間
と
な
っ
た
。 

 

　 

 
 

（
学
報
委
員 

横
山
花
実 

菅
谷
仁
美
）

SW
U
 Sum

m
er International Program

（SSIP

）を
実
施

SW
U
 Sum

m
er International Program

（SSIP

）を
実
施

「
京
劇
」

４

７

６

化
文

座
講
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◎
新
規
採
択
研
究

基
盤
研
究(

Ｃ)

　

◆
基
礎
的
な
包
丁
操
作
ス
キ

ル
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の

バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
的
根

拠
と
教
示
方
法
の
明
確
化

　
秋
山
久
美
子
教
授

◆
ム
ダ
ル
ニ
ズ
マ
絵
画
研
究

―

ル
シ
ニ
ョ
ル
と
カ
ザ
ス

を
中
心
に―

木
下
亮
教
授

◆
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
の

対
人
社
会
性
の
解
明―

主

題
統
覚
検
査
の
物
語
反
応

と
視
覚
運
動
か
ら―

田
中
奈
緒
子
教
授

◆
現
代
モ
ン
ゴ
ル
語
書
き
こ

と
ば
の
形
成

呼
和
巴
特
爾
教
授

◆
教
材
開
発
を
目
指
し
た
高

齢
者
介
護
施
設
に
お
け
る

新
人
介
護
人
材
育
成
の
プ

ロ
セ
ス
の
実
態
調
査

大
場
美
和
子
准
教
授

◆
古
・
中
英
語
期
に
お
け
る

女
性
聖
人
伝
の
系
譜
研
究

：A
e
l
f
r
i
c

の
テ
ク
ス
ト

と
言
語
を
中
心
に

島
﨑
里
子
准
教
授

◆
谷
文
晁
一
門
の
研
究―

江

戸
後
期
の
文
人
社
会
に
お

け
る
交
流
を
軸
と
し
て―

鶴
岡
明
美
准
教
授

◆
ク
エ
ン
酸
の
疲
労
軽
減
効

果
の
客
観
的
評
価
と

G
A
D
D
3
4

に
着
目
し
た
分
子

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
検
証

渡
辺
睦
行
准
教
授

◆
「
越
境
に
よ
る
共
創
」で
創

出
す
る
中
等
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
・
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
探
求

緩
利
誠
専
任
講
師

若
手
研
究

◆
近
代
日
本
に
お
け
る
社
中

を
通
じ
た
邦
楽
の
趣
味
縁

形
成
過
程
の
解
明―

箏
・

長
唄
を
中
心
に―

歌
川
光
一
専
任
講
師

◆
戦
後
日
本
に
お
け
る
「
若

者
」
を
社
会
問
題
化
す
る

言
説
の
エ
ス
ノ
メ
ソ
ド
ロ

ジ
ー
研
究

小
川
豊
武
専
任
講
師

◆
発
達
障
が
い
児
に
お
け
る

学
習
・
運
動
・
神
経
基
盤

の
変
容
過
程
解
明
に
よ
る

学
習
支
援
科
学
の
構
築

大
森
幹
真
助
教

◆
ベ
ニ
コ
ウ
ジ
エ
キ
ス
の
安

全
性
評
価
：
標
準
化
お
よ

び
医
薬
品
と
の
相
互
作
用

を
中
心
に
検
討

横
谷
馨
倫
助
教

 

◎
継
続
研
究

基
盤
研
究(

Ｂ)

◆
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金

原
則
に
基
づ
く
新
た
な
賃

金
制
度
と
法
の
研
究―

男

女
賃
金
格
差
の
解
消
へ

森
ま
す
美
特
任
教
授

◆
両
手
協
調
動
作
の
制
御
に

お
け
る
利
き
手
・
非
利
き

手
の
役
割
に
関
す
る
研
究

山
中
健
太
郎
教
授

基
盤
研
究(

Ｃ)

◆
英
語
母
語
話
者
の
物
語
コ

ー
パ
ス
に
基
づ
い
た
慣
用

句
を
中
心
と
し
た
絵
本
教

材
の
作
成
と
提
供

金
子
朝
子
教
授

◆「
溥
儀
文
書
」の
構
築
と
研

究ボ
ル
ジ
ギ
ン
呼
斯
勒
教
授

◆
日
本
手
話
に
お
け
る
等
位

構
造
の
統
語
分
析

浅
田
裕
子
准
教
授

◆
世
帯
お
よ
び
地
域
の
社
会

経
済
的
要
因
が
食
生
活
や

健
康
状
況
に
与
え
る
影
響

―

栄
養
疫
学
的
検
討

小
西
香
苗
准
教
授

◆
死
体
の
利
用
に
お
け
る
手

続
保
障
に
関
す
る
比
較
法

的
研
究

森
本
直
子
准
教
授

◆
異
文
化
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
お
け
る
共
感
：

日
本
語
母
語
話
者
と
英
語

母
語
話
者
の
会
話
の
分
析

山
本
綾
准
教
授

◆
カ
ン
ボ
ジ
ア
農
村
女
性
の

出
稼
ぎ
に
よ
る
乳
幼
児
の

栄
養
・
健
康
と
生
計
へ
の

影
響
調
査米

倉
雪
子
准
教
授

◆
保
育
所
に
お
け
る
食
事
援

助
の
質
向
上
を
目
指
す
研

修
ツ
ー
ル
の
開
発
：
多
職

種
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
し
て

遠
藤
純
子
専
任
講
師

◆
透
析
室
に
お
け
る
患
者
と

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
快
適
性

に
関
す
る
研
究

堤
仁
美
専
任
講
師

◆
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
生
活

援
助
サ
ー
ビ
ス
の
な
か
で

用
い
る
援
助
方
略
の
可
視

化
中
矢
亜
紀
子
専
任
講
師

◆
知
的
障
害
者
の
雇
用
継
続

を
基
盤
と
し
た
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
・
モ
デ
ル
の
構
築

根
本
治
代
専
任
講
師

◆D
o
m
e
s
t
i
c
 
S
p
a
c
e
s
 
i
n
 

G
o
t
h
i
c
 
L
i
t
e
r
a
t
u
r
e

L
a
n
d
a
u

　S
a
m
a
n
t
h
a

専
任
講
師

若
手
研
究(

Ａ)

◆
パ
ル
ス
中
性
子
及
び
高
エ

ネ
ル
ギ
ー
Ｘ
線
を
用
い
た

鉄
鋼
文
化
財
の
非
破
壊
分

析
手
法
の
確
立

田
中
眞
奈
子
専
任
講
師

若
手
研
究(

Ｂ)

◆
経
営
実
践
に
お
け
る
「
戦

略
」
の
正
当
化
と
「
戦
略

論
」
の
規
範
喪
失
に
関
す

る
理
論
的
・
実
証
的
研
究

高
木
俊
雄
准
教
授

◆
社
会
的
養
護
に
お
け
る
当

事
者
参
画
の
シ
ス
テ
ム
化

：
ア
ク
シ
ョ
ン
リ
サ
ー
チ

の
た
め
の
予
備
的
研
究

永
野
咲
助
教

「
科
学
研
究
費
助
成
事
業
」に
採
択
さ
れ
た
研
究

「
科
学
研
究
費
助
成
事
業
」に
採
択
さ
れ
た
研
究

平
成
三
〇
年
度

ＴＥＡＣＨＥＲＳ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＹＥＡＲ　2017ＴＥＡＣＨＥＲＳ　ＯＦ　ＴＨＥ　ＹＥＡＲ　2017

◆日文　専任講師　須永哲矢
コーパスを用いて古文学習教材の開発を行う「古文学習教材作成プロジェク

ト」を指導し、「通時コーパス」シンポジウム2017において、プロジェクト参

加学生と共にポスター発表を行った。この活動の成果をまとめた学習教材

が教育現場でも活用され、大学での学びと社会貢献を強く結び付けた。

◆環境　准教授　田村圭介
「新宿駅模型プロジェクト」において、学生を指導し共に新宿駅模型を完

成させた。模型は新宿歴史博物館や新宿駅で展示され、学生は企画構想

から実現まで関わり、活動を通して幅広い学習と貴重な体験の機会を得る

ことができた。

◆国際　中国語教員　教授　フスレ（他１名）
留学中の学生のもとを何度も訪問し、学習上の助言を与え激励し続けるこ

とで、学生の円滑な留学と中国語能力向上に大きく寄与した。また、帰国

後、中国語での卒業論文執筆の指導にも熱心に取り組み、ダブル・ディグリ

ー・プログラム一期生のダブル・ディグリー授与に多大な貢献を果たした。

◆ビジネス「グローバルビジネス基礎演習」１年生担当教員
教授　前田純弘（他５名）

同授業において、大学生活に求められる基礎的な学習方法や知識だけでな

く、プロジェクトやチームでの議論を通じ、学生に自主的な問題意識や問

題解決能力が身につく講義を設計・実施。学科の目指す人材づくりの基盤

形成に大きく貢献した。

今年度から教員を顕彰す「TEACHERAS OF THE YEAR」がスタートし、
４件10名が受賞した。

〔H30.3〕

◇
烏
谷
知
子
　
教
授(

日
文
）

日
本
歌
謡
学
会

第
三
四
回
日
本
歌
謡
学
会
志

田
延
義
賞

[

平
成
二
九
年
五
月
二
七
日]

◇
髙
尾
哲
也
　
教
授(

健
康
）

一
般
社
団
法
人
全
国
栄
養
士

養
成
施
設
協
会

栄
養
士
・
管
理
栄
養
士
養
成

施
設
教
員
顕
彰

[

平
成
二
九
年
一
一
月
三
日]

◇
木
原
民
雄
　
教
授(

環
境
）

情
報
処
理
学
会

「
第
二
五
回
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
通
信
と
分
散
処
理
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
最
優
秀
論
文
賞
」

[

平
成
二
九
年
一
〇
月
一
二
日]

◇
森
部
康
司
　
准
教
授(

環
境
）

日
本
建
築
学
会

二
〇
一
七
年
度
日
本
建
築
学

会
作
品
選
集
新
人
賞

[

平
成
二
九
年
九
月
一
日]

◇
川
平
朝
清
　
名
誉
理
事
・名

誉
教
授

琉
球
新
報
社

第
五
三
回
琉
球
新
報
賞(

社
会

・
教
育
功
労
）

[

平
成
二
九
年
九
月
二
五
日]

◇
烏
谷
知
子
　
教
授(

日
文
）

　              

　
博
士
（文
学
）

國
學
院
大
學
大
学
院

「
上
代
文
学
の
伝
承
と
表
現
」

[

平
成
二
九
年
一
一
月
二
九
日]

◇
小
西
雅
子
　
特
命
教
授

（ビ
ジ
ネ
ス
）

博
士
（公
共
政
策
学
博
士
）

法
政
大
学
大
学
院

気
候
変
動
政
策
推
進
に
向
け

た
国
際NGO

と
メ
デ
ィ
ア
の
相

互
作
用
に
関
す
る
研
究

―
WWF

戦
略
的
舞
台
裏
広
報
の

事
例
を
中
心
と
し
て―

Study on the Interaction 
Between Global NGOs and 
the Media for Promoting 
Climate Change Policy in 
Japan. 
- Focusing on the case 
of WWF Background Media 
Strategy -

平
成
二
九
年
度  

博
士
号
を
取
得
さ
れ
た
先
生
方

平
成
二
九
年
度  

受
賞
さ
れ
た
先
生
方
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昭
和
女
子
大
学
も
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
が
近
づ
き
つ
つ
あ

る
。
今
ま
で
の
歩
み
を
元
に
、
新
し
い
時
代
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
く
準

備
が
様
々
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　
昭
和
三
七
年
か
ら
毎
月
発
行
さ
れ
、
六
〇
〇
号
余
り
続
い
て
き
た
こ

の
昭
和
学
報
も
、
こ
の
た
び
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

私
達
学
報
委
員
会
の
記
事
を
紙
媒
体
で
お
届
け
し
て
き
た
昭
和
学
報
だ

が
、
今
後
は
広
報
部
と
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
閲
覧
可

能
な
デ
ジ
タ
ル
版
へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
記
事

は
昭
和
女
子
大
学
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
こ
れ
に
よ
り
、学
内
外
を
問
わ
ず
、

よ
り
多
く
の
人
へ
と
大
学
の
情
報
を
発

信
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
、
記
事
も

ア
ー
カ
イ
ブ
化
さ
れ
て
読
み
た
い
記
事

の
検
索
も
し
や
す
く
な
る
。
ま
た
記
事

の
内
容
に
つ
い
て
も
、
学
生
に
も
親
し

み
や
す
く
読
み
や
す
い
も
の
に
し
て
い

く
予
定
だ
。
な
お
、
元
の
紙
媒
体
を
完
全

に
無
く
す
の
で
は
な
く
年
に
二
回
、
記
事

を
ま
と
め
て
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
新

し
く
な
っ
た
昭
和
学
報
を
こ
れ
か
ら
も

見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
学
報
委
員
長
　
加
藤
す
み
れ
）

昭 和 学 報 （昭和女子大学発行）平 成 3 0 年 9 月 １ 日 （16 ）第 6 2 4号

今年のトレンドは、きらきら！

「
昭
和
学
報
」
は
、
学
報
委

員
と
有
志
学
生
が
中
心
と
な

っ
て
、
記
事
の
企
画
か
ら
取

材
、
執
筆
、
編
集
ま
で
行
い
、

学
生
部
委
員
会
と
教
学
支
援

セ
ン
タ
ー
の
助
力
を
得
て
毎

月
発
行
さ
れ
、
全
学
生
に
配

付
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
お

届
け
す
る
特
集
号
で
は
、
主

に
こ
の
一
年
間
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
か
ら
主
な
も
の
を
再

録
し
、
本
学
の
教
育
活
動
や

学
生
の
活
動
の
様
子
を
保
護

者
、
保
証
人
の
皆
様
に
お
知

ら
せ
致
し
ま
す
。
昭
和
女
子

大
学
は
、
創
立
一
〇
〇
周
年

を
間
近
に
控
え
、
一
層
の
飛

躍
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
テ

ン
プ
ル
大
学
ジ
ャ
パ
ン
を
迎

え
る
西
キ
ャ
ン
パ
ス
工
事
が

着
々
と
進
み
、
ス
ー
パ
ー
グ
ロ

ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
動
き

が
加
速
す
る
な
か
、
三
月
に

は
ダ
ブ
ル
・
デ
ィ
グ
リ
ー
一
期

生
と
し
て
、
国
際
学
科
一
〇

名
が
上
海
交
通
大
学
と
昭
和

女
子
大
学
両
大
学
の
学
位
を

取
得
し
て
卒
業
し
ま
し
た
。

四
月
に
は
、
高
度
な
ス
キ
ル

を
有
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー

ソ
ン
を
育
成
す
る
会
計
フ
ァ

イ
ナ
ン
ス
学
科
が
始
動
し
ま

し
た
。
充
実
し
た
キ
ャ
リ
ア

支
援
の
取
組
み
は
今
年
も
成

果
を
上
げ
、
就
職
率
を
さ
ら

に
伸
ば
し
て
い
ま
す
。
歴
史

あ
る
昭
和
学
報
も
広
く
社
会

に
大
学
の
情
報
を
発
信
す
る

媒
体
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

（
Ｍ
・
Ｓ)

記
後
集
編

記
後
集
編

◆出場資格：性別不問。大学、短期大学、専門学校、大学院など高等教育機関に
現在就学中の正規学生。英語を母語とせず、過去１０年間に英語圏
に２年以上滞在していないこと。

◆豪華副賞：「人見杯」受賞者（１名）には副賞として「米国ボストン１週間の旅」
　　　　　  　   （昭和女子大学ボストン校ゲストハウス５泊６日＋往復航空券）
　　　　　  「学長杯」受賞者（１名）には副賞として「情報端末機アップルiPad」
　　　　　  「三位」受賞者（１名）には副賞として「全国共通図書カード１万円分」

◆提出物： (提出後は返却には応じられません)
１．参加申込書（下記のホームページからダウンロードし、必要事
　　項を記入の上メールで送付してください）
２．Ａ４ 判の用紙にタイプした未発表スピーチ原稿１部（メールで
　　ファイルを送付してください。後日若干の変更も可能とします）
３．本人がスピーチ原稿を吹き込んだMP3ファイル（５分以内５MB
　　までをメールで送付してください。審査の匿名性のため、本人
　　の名前や大学名は入れず、タイトルのみ吹き込んでください。）

◆審査の方法：予選のスピーチは昭和女子大学の英語講師によって審査され、コ
ンテストへの出場者１２名が選出されます。審査は完全に匿名性
が保たれた状態で行います。スピーチ発表者の氏名や所属大学名
は、審査員には分かりません。コンテスト当日は外部の英語講師
によって審査されます。審査員には所属大学名を隠し、発表者の
名前のみが知らされます。

注）応募したスピーチが、コンテスト出場のためのスピーチとして合格した場合
つまり、１１月１0日のコンテスト出場に限り、ディポジット（供託金）として
５千円を支払う必要があります。(当日返却）

◆申込締切：2018年10月5日（金）必着

◆申込先：Prof. Tomoko Watanabe
　　　　　メールアドレス：swuspeechcontest@swu.ac.jp 
　　　　　件名（Subject）：Hitomi Cup 2018
　　　　 （電話連絡には応じられません。詳細はホームページを見て下さい)
                     ホームページ：https://sites.google.com/swu.ac.jp/speechcontest/home

第22回 昭和女子大学人見杯  英語スピーチコンテスト
2018年11月10日（土）開催

こんにちは。
秋桜祭実行委員会イベント運営部です。
こんにちは。
秋桜祭実行委員会イベント運営部です。

 2018 年 11 月 10 日（土） 
午後 13:00－16:00 

Come and Listen to Great Speeches in English
Aurora Hall

6th Floor, Building 8

昭和女子大学のことを知っていただく機会として、
オープンキャンパスを開催しています。
昭和女子大学が身近に感じられる企画が盛りだくさん！

事前予約不要・入場自由です。

◇全体説明・キャリア支援説明　◇キャンパスツアー（当日予約制）

◇在学生とフリートーク　◇学科個別相談

◇留学・留学生相談　◇総合相談

特別イベント開催！
受験対策講座(面接)・受験対策体験談
受験をご検討いただいている方にご紹介ください。

Open
Campus2018 10月27日(土)

13:00～16:00

今年度も秋桜祭2日目、11月11日（日）に創立者記念講堂にて
コンサートを行います。
今年の出演アーティストは、SKY-HIさんです。
在学生はチケットを購入することができます。
販売の詳細はUPSHOWAと秋桜祭Twitter（@cosmos_SWU）を
ご覧ください。
皆様のご来場をお待ちしています。

昭
和
学
報
　
一
〇
月
か
ら
デ
ジ
タ
ル
化
へ

デジタル化へと歩み出した学報委員

2018年11月10日（土）・11日（日）
今年のテーマは「step」

100を超える団体が皆様のお越しをお待ちしています。

●学科・研究室・有志による研究発表
●クラブ・サークルの活動発表
●特設ステージでのイベント
●コンサート・SKY-HIさん
●模擬店

【お問い合わせ先】 
cosmos26th2018@yahoo.co.jp

●学科・研究室・有志による研究発表
●クラブ・サークルの活動発表
●特設ステージでのイベント
●コンサート・SKY-HIさん
●模擬店

【お問い合わせ先】 
cosmos26th2018@yahoo.co.jp

会計ファイナンス学科１年重棟若菜さんの作品

第26回秋桜祭
2018年11月10日（土）・11日（日）
第26回秋桜祭

参加者募集
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